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＜１＞「誰も悪い人とは推定されない。」   
 





































（４）さて、＜Ｎｅｍｏ  ｐｒａｅｓｕｍｉｔｕｒ  ｍａｌｕｓ  ．＞
が、表題の日本語格言の元と成ったラテン語命題です。  出典はイギ
  
リスの書物（Ｂｒａｎｃｈ、Ｐｒｉｎｃ．；  ４  Ｃｏ．７２ａ）で




（５）表題の格言では、「悪い人（犯罪者）（ｍａｌｕｓ）」  — つ
まり、ある人物が犯罪者であること— が話題とされていますが、そ
この＜ｍａｌｕｓ＞［悪い人］のところに、＜ｍａｌｕｍ＞［悪いこ
と］  — つまり、犯罪、民事上の不法なこと— を差しかえるかた
ちで、「事柄」が問題とされていることを表現する命題も、あります。  
＜Ｍａｌｕｍ  ｎｏｎ  ｐｒａｅｓｕｍｉｔｕｒ  ．＞（Ｂｒａｎｃ
ｈ，  Ｐｒｉｎｃ．  ；  ４  Ｃｏ．  Ｉｎｓｔ．７２ａ）［悪事の
存在は推定されない。］が、それです。  また、イギリス法には、も
っとストレートな、現代流の言いまわしも、あります。  ＜Ｉｎ  ｆ
ａｖｏｒｅｍ  ｖｉｔａｅ   ，  ｌｉｂｅｒｔａｔｉｓ  ｅｔ  ｉ
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＜１＞  「  誰も悪い人とは推定されない。」  
 













































































































































正  見立て通り  ＦＤ内文書  日付変更」というような見出しで、大
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 ＜１＞「誰も悪い人とは推定されない。」  
 













































































































































































＜１＞「誰も悪い人とは推定されない。」    
 
（Ｂ）冤罪痴漢をめぐって  ①  
 
（１）「誰も悪い人とは推定されない。 ｣という前回までのテーマの分
析は、 ｢推定無罪の原則 ｣と ｢事実論 ｣と ｢冤罪 ｣という三つのポイントに
絡めて展開してきましたが、今回以降は、「冤罪」に絞り、よく知ら
れている ｢冤罪痴漢 ｣という特殊な問題について、いくつかの視角から













































































































































ました。  再審への動きは現在進行中です。  「袴田事件」について

















































































































く違います。  それでも、有罪という結果は同じですね。  
 





















































































































































































































させ、 ｢一罰百戒 ｣を図る、という攻撃型の組織です。  これらは、自
らの組織の秩序や、構成員のやる気や士気を維持・確保するために、






























































いく積りです。  その際の  主要なデータと成るのは、以下のもので
す。  ①  二〇〇一年に発生した ｢痴罪 ｣事件をめぐって、第一審・東
京地裁で有罪判決が下された後、二〇〇二年一二月六日に東京高裁で
の逆転無罪判決（確定）を獲得したＹ氏が、夫人とともに著わした「お



































































































































   
 
＜１＞「誰も悪い人とは推定されない。」    
 








































































認めろと勧めることはできない。  でも、これが日本の現状だ。  認
めて示談にすれば、誰にも知られず、明日か明後日には、ここを出ら
れる。・・・・いいかい、このまま否認していれば、三週間はここで
取り調べを受ける。  それで起訴されれば裁判だ。  無罪を争えば、
まず一年はかかる。  その上、本当に無実でも、無罪になる保証はな
い。  今認めて示談にすれば、それでお終いだ。・・・・示談するな

























































































































































うなよ。  お前のずる賢い本性が見える。  絶対に落としてやるから
な。」とか言われて、圧力を掛けられます。  これは、警察で、「お

























































Ｍ氏の登場する場面です。  U 氏 ｢これで不起訴はないだろ。 ｣、Ｍ氏
｢・・・・｣、Ｕ氏 ｢被害者の供述にブレがあるのか？ ｣、Ｍ氏 ｢いえ。｣、
Ｕ氏「だったら、十分いけるよ。  肝心なのは、被害者証言の信用性



























































す。  司法のトップに立つ裁判所の姿勢に期待しましょう。  
 






































証拠の収集・把握に努め、冷静かつ多角的にその評価を行なう。  ③  
取調べにおいては、供述の任意性の確保その他必要な配慮をして、真











































































































































































































































































こで、一般的な取調べのモデルを記しておきましょう。   
 





















































































































































































































司法っていうんです。  そんな卑劣なやり方に屈したらダメだ。  も
う少し頑張れば、不起訴の可能性もある。 万が一、裁判になっても、
無罪を取れば、勾留日数分、一日一万円以上もらえる。  アルバイト










































































































































いう高名な法学者が、その著書の中で、次のように述べています。   
「実際、罪のない人に有罪判決が下されるよりも、罪のある人の悪行が
罰せられないままにされてしまう方が、いっそうよいこと（Ｓａｔｉ
ｕｓ  ｅｎｉｍ  ｅｓｓｅ  ，  ｉｍｐｕｎｉｔｕｍ  ｒｅｌｉｎｑ
ｕｉ  ｆａｃｉｎｕｓ  ｎｏｃｅｎｔｉｓ  ，  ｑｕａｍ  ｉｎｎｏ


























































































































































































害者に仕たてられた不運な方々には、ご参考に成るでしょう。       
   
 
 
＜２＞「自白は証拠の王。」                  
 
（ A）自白の評価  
 
（１） ＜Ｃｏｎｆｅｓｓｉｏ  ｅｓｔ  ｒｅｇｉｎａ  ｐｒｏｂａｔ






























































































































































































































































































①  彼は一貫して犯行を否認していました。  ②  無罪―有罪―有罪




























   
 
































しょうか。                  
 
（５）これからが、本論の、「権」と「天」とのせめぎ合いの話です。
まず、このテーマに関する格言を拾ってみましょう。   
①  「君主は法から免れている。」   
②  「君主の是認することは、法律の効力を有する。」   
③  「王は悪事をなしえない（「王は、何をやらかしても、神以外の
誰からも、罪に問われることはない」）。」という趣旨のもの
と受けとっておきます）」   
④  「王の欲するところは、法の欲するところである。」   
⑤  「君言は法である。」   
⑥  「国王は生きた法である。」  
⑦  「皇帝は法の父である。」   













②  「国王は何人の下にもない。 しかし、神と法の下にある。」 、

































































のです。これは、彼にしか駆使できないハイ・テクニックですね。                           
   
 
 
＜４＞  「最高の正は最高の不正」  
 
（１）表題の有名な格言は、ラテン語で、＜Ｓｕｍｍｕｍ  ｊｕｓ  ｓ
ｕｍｍａ  ｉｎｊｕｒｉａ  ．＞と表現されています。  このような
対比的な表現は、とても歯ぎれがよいので、＜Ｓｕｍｍａ  ｌｅｘ  ｓ

























































































































で大いに宣伝された＜Ｇｅｓｅｔｚ  ｉｓｔ  Ｇｅｓｔｚ  ．  Ｒｅ


























































































































































ころも、確かにありますね。   
 
③  ウルピアーヌスという、帝政初期に活躍した高名な法学者は、「刑








である（Ｌａｅｓｏ  ｄｏｌｏｒｉｓ  ｒｅｍｅｄｉｕｍ  ｉｎｉｍ











るよう（Ｓｉ  ｍｅｍｂｒｕｍ  ｒｕｐｓｉｔ  ， ｎｉ  ｃｕｍ  ｅ



























































されている。」といった趣旨の格言〈＜Ｖｉｍ  ｖｉ  ｒｅｐｅｌｌ
































アーヌスは、法学者・カッシウスが＜Ｖｉｍ  ｖｉ  ｒｅｐｅｌｌｅ































































































法律の下に生きている。」（  Ｌｅｇｅ  ｄｕｒａ  ｖｉｖｕｎｔ  ｍ
ｕｌｉｅｒｅｓ  ｍｕｌｔｏｑｕｅ  ｉｎｉｑｕｉｏｒｅ  ｍｉｓｅ


























































































   
 
＜９＞  「平和の法と同じように、戦争の法もある。」  
 
（１）タイトルの格言命題の元と成っている、＜Ｓｕｎｔ  ｅｔ  ｂｅ






































































































































語系統のものです。  ＜Ｖｏｘ  ｐｏｐｕｌｉ  ｖｏｘ  ｄｅｉ  ．
































































































   
 
＜１１＞  「人の中によりも、物の中に、いっそう多くの担保がある。」  
 
（１）この格言は、ポンポーニウスという後二世紀の有力な法学者の作
りあげた学説命題で、＜Ｐｌｕｓ  ｃａｕｔｉｏｎｉｓ  ｉｎ  ｒｅ  












































































































発されていきました。 現代でもお馴染みの質、抵当が ,その成果です。 
 




（１）この格言は，＜Ａｕｄｉａｔｕｒ  ｅｔ  ａｌｔｅｒａ  ｐａｒ











































































示してみましょう。  ＜Ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ，  
ｅｊｕｓ   ｄｅｂｅｔ  ｅｓｓｅ  ｉｎｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．＞［不





























































































成るとのことです。   
 
























































































































































































































に属するものです。  ＜Ｎｕｌｌｕｓ  ｖｉｄｅｔｕｒ  ｄｏｌｏ  















































































いこと。」   
 
（１） ＜Ｓｔａｒｅ  ｄｅｃｉｓｉｓ  ｅｔ  ｎｏｎ  ｑｕｉｅｔａ  
ｍｏｖｅｒｅ  ．＞が、ラテン語原命題です。  これは英米法の領域
でとても重要なル―ルの扱いを受けるように成っている作品ですが、
実は、ローマにそのルーツとも成る言いまわしが、ちゃんとあるので
す。  ＜Ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｍｏｖｅｎｄｕｍ  ｂｅｎｅ  ｃｏｍｐｏ
ｓｉｔｕｍ  ｍａｌｕｍ  ．＞［よく鎮まっている悪いことは、動か
されるべきではない。］が、これです。  後者は、純粋に「法」絡み
のもの、という訳ではありませんが、これは、あのシュルスが鋭く言

























成する「勅法彙纂」の中に、＜Ｒｅｂｕｓ  ｑｕｉｄｅｍ  ｊｕｄｉ
  
ｃａｔｉｓ  ｓｔａｎｄｕｍ  ｅｓｔ  ．＞［確かに、判決された事
柄（既判物・既判力）の中に人は留まるべきである。］と記された法
文があります。  表題の英米法の格言は、そういったローマ流の発想
の流れを引きつぐものかもしれません。  その中の＜ｓｔａｒｅ  ｄ
ｅｃｉｓｉｓ＞という言葉は、英語の直訳＜ｔｏ  ｓｔａｎｄ  ｂｙ  











































































































































を端的に示す表現として、有名です。    
 























































（１） ＜Ｎｉｈｉｌ  ｈｏｃ  ａｄ  ｎｏｓ  、 ｓｅｄ  ａｄ  Ｃ










































































































































































































































































































は、＜Ｃｏｇｉｔａｔｉｏｎｉｓ  ｐｏｅｎａｍ  ｎｅｍｏ  ｐａｔ





























































































は存在しない。」・・・・＜Ｌｅｘ  ｎｏｎ  ｃｏｇｉｔ  ａｄ  ｉ
ｍｐｏｓｓｉｂｉｌｉａ  ．＞と、＜Ｉｍｐｏｓｓｉｂｉｌｉｕｍ  ｎ











































（１）＜Ｎｕｌｌａ  ｐｏｅｎａ  ｓｉｎｅ  ｃｕｌｐａ  ．＞の訳に
は、二手あります。  どちらかと言えば、＜Ｎｕｌｌａ  ｐｏｅｎａ  

















































































































































































（１） ＜Ｎｕｌｌｕｍ  ｃｒｉｍｅｎ  ｓｉｎｅ  ｌｅｇｅ  ． Ｎ
ｕｌｌａ  ｐｏｅｎａ  ｓｉｎｅ  ｌｅｇｅ  ．＞が、ラテン語の表






説法文である「刑罰は、この犯罪のために ,  何らかの法律、もしくは、
何らかの他の法において、特別に規定されているもの以外には、科せ
られない（Ｐｏｅｎａ  ｎｏｎ  ｉｒｒｏｇａｔｕｒ  ，  ｎｉｓｉ  
ｑｕａｅ   ｑｕａｑｕｅ  ｌｅｇｅ  ｖｅｌ  ａｌｉｏ  ｊｕｒｅ  
ｓｐｅｃｉａｌｉｔｅｒ  ｈｕｉｃ  ｄｅｌｉｃｔｏ  ｉｍｐｏｓｉ
ｔａ  ｅｓｔ  .）。」が、これです。 そこに見える＜ｌｅｇｅ＞は、
＜ｌｅｘ＞［法律］の変化形で、次の＜ｊｕｒｅ＞は、＜ｊｕｓ＞［法
＝広義のもの）］変化形です。  この文章命題の主題と成っているの







































































































































めてみることにしましょう。   
①  「法律の最上の解釈者は慣習である。」  
②  「慣習は法律を作る。」  
③  「慣習は法律として守られる。」  
④  「慣習は共通の法律に勝つ。」  
⑤  「法律は慣習の奴隷である。」（以上ローマ産）   
⑥  「法は、すべて、正義と慣習とに由来する。」   
⑦  「悪習は法を作らない．」（以上ドイツ産）  
⑧  「慣習は法律より信頼出来る。」（ギリシア産）  
⑨  「悪い慣習からよい法律が生まれる。」  
⑩  「慣習によって私たちはよく生きるが、しかし、法律は私たちを
破滅させる．」（以上イギリス産）  
⑪  「法律は慣習のお陰で力を発揮する。」   
⑫  「慣習は法律に勝る。」（以上フランス産）  
 
（３）それでは、わが日本の場合はどう成っていたのでしょうか。  日  
  
本法制史の専門家である高柳氏の御説に従って、慣習と法（法律）の
歴史上の位置関係の流れを  ―多少の私見も交えた上で―  フォロー






時期を「第一次慣習法期」と名づけておくことにします。   
 









































































































（１）  ＜Ｃａｕｓａ  ｃｒｉｍｉｎａｌｉｓ  ｎｏｎ  ｐｒａｅｊｕ







































































この手の問題を少し細かく見てみましょう。   
 
①  一九九三年に、女性の遺体が自身の住んでいたアパートの焼跡で




考え始めます。   
 
③  警察も、当然、自殺と他殺の両面から捜査を開始しました。  し































































ただ一人の主人公なのですね。  激動の時代や革命期  ―つまり「動」





能や、華道、茶道 ,  香道などの習い事、それから、空手道、剣道、柔
道などの、「道系」のスポーツなどにおいても、カタチ（形式・型）
そのものに相当な意味を認めて、それらに取組む姿勢が随所に現われ
































































































































































































（１） ＜Ｊｕｒｉｓ  ｐｒｕｄｅｎｔｉａ  ｅｓｔ  ｄｉｖｉｎａｒ
ｕｍ  ａｔｑｕｅ  ｈｕｍａｎａｒｕｍ  ｒｅｒｕｍ  ｎｏｔｉｔｉ
ａ  ，  ｊｕｓｔｉ  ａｔｑｕｅ  ｉｎｊｕｓｔｉ  ｓｃｉｅｎｔｉ
ａ  ．＞（ウルピアーヌス）が、元のラテン語表現です。  冒頭のラ





















































































ど。  自然科学の場合とは基本的に異なって、  社会科学の場合には、
人の複合的な動きが考察の対象と成りますし、多様な価値観が入りみ
だれるのが常態なので、どうしても多元的なものの見方が求められま






















（１） 比較的よく知られた＜Ｐｒｉｏｒ  ｔｅｍｐｏｒｅ  ｐｏｔｉ








































のでしょうか。  結論を申しますと、債権の取立は， ―端的に言え













































































＜２８＞  「同棲ではなく、合意が、婚姻を作る。」  
 
（１） ＜Ｎｕｐｔｉａｓ  ｎｏｎ  ｃｏｎｃｕｂｉｔｕｓ  ， ｓｅ



































































































































（１） ＜Ｎｅｍｏ  ｐｌｕｓ  ｊｕｒｉｓ  ａｄ  ａｌｉｕｍ  ｔｒ
ａｎｓｆｅｒｒｅ   ｐｏｔｅｓｔ  ，  ｑｕａｍ  ｉｐｓｅ  ｈａ

















































































































（１）  ＜Ｉｎ  ｓｏｃｉｅｔａｔｉｓ  ｃｏｎｔｒａｃｔｉｂｕｓ  


















































































































   
 
＜３１＞「社会があるところに、法がある。」                                                                                                                              
 





もう少し広がって、判りやすくなるはずです。   ＜Ｓｉｃ  ｓｏｃ

















































































































































（１） ＜Ｏｍｎｉｓ  ｄｅｆｉｎｉｔｉｏ  ｉｎ  ｊｕｒｅ  ｃｉｖ
































相続の成り行きに気を配っていたのです。   
 












④   「本体は残っているが、しかし、その形態が変わってしまったも
のさえも、『不存在である』と、見られる。」  
 
⑤   「私たちは、『息子』という（単数形の）呼称によって、子ども















































































て  ，軽く味わって頂くことにしましょう。  まず、シュルス氏の人
物カルテを描いてみます。   
 
①  彼は、「東」のビート・たけし氏と「西」の吉本芸人集団をミッ






















だったのです。   
 
⑤  筆者流の解釈では、彼は、相当なホンネ主義者です。 タテマエに
飽き飽きしていたローマ市民は、上から下まで、身分の区別なく、機
智と即興に溢れた、彼のホンネ節の洪水に、連日拍手を送ったことで
しょう。   
 










































［Ｂ］  ①  「悪業が役にたつときには、正しく行動する人さえも、悪
行に走る。」・・・・「正が不正よりも上位になければならない。」
などというタテマエ論を吹っとばすような、鋭いホンネ型の観察です































































































































































































































































































































































































































































（４）表題の格言のラテン語原文は、＜Ｆｉｃｔｉｏ  ｅｓｔ  ｃｏｎ
ｔｒａ  ｖｅｒｉｔａｔｅｍ   ，  ｓｅｄ  ｐｒｏ  ｖｅｒｉｔａ
ｔｅ  ｈａｂｅｔｕｒ  ．＞です。  これは英米法系の格言です。  
 
（５）最後に、ローマ法上の擬制について見てみましょう。 ローマ法








































































































刑事責任との二本だてに成るのが、普通ですが）。   
①  民事責任は、加害者の身体で償う形が、古くからありましたが、














































































































































































































































































































































た不便はなかったでしょう）。   
 
③  有力なラテン系の都市とは、同盟条約を締結して、これを「同盟






























































（１）＜Ｕｓｕｒａ  ｎｏｎ  ｎａｔｕｒａ  ｐｅｒｖｅｎｉｔ  ，  

















































































































   




（１） ＜Ｍａｎｄａｔｕｍ   ｎｉｓｉ  ｇｒａｔｕｉｔｕｍ  ｎｕ



















































































由来の表現である「友人はもう一人の私である（ａｌｔｅｒ  ｅｇｏ  













ルスが展開する「友人論」の一端に触れてみましょう。   
①  「君は、もし君自身が友人の過ちを耐えしのぶのであれば、それ
を君自身のものとする。」   
②  「信義は、友誼関係と唯一つ連結するものである。」   
③  「友人を失なうことは、損害の内で最大のものである。」   
④  「私が、君の運命を共に分かつ人間でない限りは、私は、君の友
人では、まったくない。」   
⑤  「友人の悪事が隠されされるべきである、と君が考えるのは、正
しい。」   
⑥  「友人に恥しさを感じさせるのは、友人を失なうことである。」  
⑦   「君は、友人たちに秘かに忠告し、一方で、公然と彼らを褒めよ。」  






（１）＜Ｂｏｎａ  ｆｉｄｅｓ  ｎｏｎ  ｐａｔｉｔｕｒ  ，  ｕｔ  
ｂｉｓ  ｉｄｅｍ  ｅｘｉｇａｔｕｒ  ．＞が、表題の格言の原文で
す。  後代には、この言いまわしが、もっと簡潔に、＜Ｎｅ  ｂｉｓ  









































































































（１） ＜Ｉｎ  ｄｕｂｉｏ  ｐｒｏ  ｒｅｏ  （ｊｕｄｉｃａｎｄｕ



























































































































































































































































（１） ＜Ｐａｃｔａ  ｓｕｎｔ  ｓｅｒｖａｎｄａ  ．＞がそのラテ
ン語命題です。  このようにスマートな表現に成ったのは、ローマよ
り遥か後代のことですが、ローマにその原型が、ありました。  「パ


































































































のでしょうか。 「パクタ  スント  セルワンダ。」問題については、
「特別版」＜Ⅱ＞、および、「ロマホペディア」の本体の［Ａ］部門第
二部第五章［Ｃ］記述を御参照下さい。  





（１）  ＜Ｅｉ  ｉｎｃｕｍｂｉｔ  ｐｒｏｂａｔｉｏ  ，  ｑｕｉ  












































































































（１） ＜Ｎａｔｕｒａｌｉｓ  ｏｂｌｉｇａｔｉｏ  ｍａｎｅｔ  ｅ
ｔ  ｉｄｅｏ  ｓｏｌｕｔｕｍ  ｒｅｐｅｔｉ  ｎｏｎ  ｐｏｔｅｓ
ｔ  ．＞が、表題の格言についてのラテン語の原命題です。  筆者の
理解では、この有名な命題をいわば「総論」という位置に置いてみま
すと、いわば「各論」の一つとして、「奴隷を相手方としては、何ら
の訴権も存在しない。」  ＜Ｃｕｍ  ｓｅｒｖｏ  ｎｕｌｌａ  ａｃ





































































































































































































（Ａ）人のつながり   
 
（１）＜Ｈａｅｒｅｓ（Ｈｅｒｅｓ） ｈａｅｒｅｄｉｓ（ｈｅｒｅｄ
ｉｓ） ｍｅｉ  ｅｓｔ  ｍｅｕｓ  ｈａｅｒｅｓ（ｈｅｒｅｓ） ．
＞［私の相続人の相続人は、私の相続人である。］（Ｕｌｐ．Ｄ．５
０，１６，６５；Ｃ．Ｊ．６，２４，１４，２；イギリスの法格言））   
（２） ＜Ｓｏｃｉｉ  ｍｅｉ  ｓｏｃｉｕｓ  ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｓｏ
ｃｉｕｓ  ｍｅｕｓ  ．＞［私の組合員の組合人は、私の組合員では
ない。］（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，４７，１：Ｄ．１７，２，２０；
イギリスの法格言）   
（３） ＜Ｄｅｂｉｔｏｒｉｓ  ｍｅｉ  ｄｅｂｉｔｏｒ  ｎｏｎ  ｅ
ｓｔ  ｍｅｕｓ  ｄｅｂｉｔｏｒ  ．＞［私の債務者の債務者は、私
の債務者ではない。］  
（４）＜Ａｆｆｉｎｉｓ  ｍｅｉ  ａｆｆｉｎｉｓ  ｎｏｎ  ｅｓｔ  
















（１）＜Ａｂｒｏｇａｔａ  ｌｅｇｅ  ａｂｒｏｇａｎｔｅ  ｎｏｎ  
ｒｅｖｉｖｉｓｃｉｔ  ｌｅｘ  ａｂｒｏｇａｔａ  ．＞［全面的に
廃止する法律（法）が全面的に廃止されるとき、全面的に廃止されて
いた法律（法）は、復活しない。］＞（Ｐａｕｌ．Ｓｅｎｔ．５，１
７）   
（２）  ＜Ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｕｓ  ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｏ  ｅｓｔ  
ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｕｓ  ｉｎｓｔｉｔｕｔｏ  ．＞［補充相続人の
補充相続人は、指定相続人の補充相続人である。］（イギリスの法格
言）  
（３） ＜Ａｃｔｕｓ  ｍｅ  ｉｎｖｉｔｏ  ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｍｅｕ
ｓ  ａｃｔｕｓ  ．＞［私が望まないときになされたことは、私の行
為ではない。］（イギリスの法格言）  
（４）＜Ｓｕｍｍａ  ｌｅｘ  ｓｕｍｍａ  ｃｒｕｘ  ．＞［最高の法
律（法）は、最高の苛責である。］（イギリスの法格言）  
（５）＜Ｖｏｘ  ｕｎｉｕｓ  ｖｏｘ  ｎｕｌｌｉｕｓ  ．＞［ただ一
人の人の声は、誰の声でもない。］   
（６） ＜Ｓｕｍｍｕｍ  ｊｕｓ  ｓｕｍｍａ  ｉｎｊｕｒｉａ  ．＞
［最高の法（正）は、最高の不法（不正）である。］（Ｃｉｃｅｒｏ，
Ｄｅ  Ｏｆｆ．１，１０，３３；イギリスの法格言）  
（７）＜Ｃａｖｅｒｅ  ａｕｔ  ｃａｒｅｒｅ  ．＞［担保を設定する
か、あるいは、物を持たないでいるか、のどちらかである。］  
（８）＜Ａｂｓｅｎｓ  ｃａｒｅｎｓ  ．＞［不在である人は、物を持
たない人である。］   
（９）＜Ｕｎｕｓ  ｔｅｓｔｉｓ  ｎｕｌｌｕｓ  ｔｅｓｔｉｓ  ．＞
［唯一人の証人は、証人ではない。］（Ｃ．Ｊ．４，２０，９）  
（１０）＜Ｎｏｎ  ａｄｖｏｃａｔｕｓ  ， ｎｉｓｉ  ｖｏｃａｔｕ
ｓ  ．＞［求められない限りは、弁護士は立たない。］  
（１１）  ＜Ｃｕｊｕｓ  ｒｅｇｉｏ  ，  ｅｊｕｓ  ｒｅｌｉｇｉ
ｏ  ．＞［支配権を持つ人に、宗教が属する。］  
（１２） ＜Ｓｅｍｅｌ  ｈａｅｒｅｓ（ｈｅｒｅｓ） ｓｅｍｐｅｒ  
ｈａｅｒｅｓ（ｈｅｒｅｓ）  ．＞［いったん相続人に成った人は、
常に，相続人である。］（Ｇａｉ．Ｄ．２８，５，８９（８８））  
（１３）＜Ｓｅｍｅｌ  ｃｉｖｉｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ｃｉｖｉｓ  ．＞
［いったん市民に成った人は、常に、市民である。］（イギリスの法格
言）  
（１４） ＜Ｓｅｍｅｌ  ｐｒａｅｓｅｎｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ｐｒａｓ
ｅｎｓ  ．＞［いったん在席している人は、常に、在席している人で
ある。］  
（１５） ＜Ｓｅｍｅｌ  ａｂｓｏｌｕｔｕｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ａｂｓ
ｏｌｕｔｕｓ  ．＞［いったん免訴（無罪）判決を受けた人は、常に、
免訴（無罪）判決を受けた人である。］  
（１６）＜Ｓｅｍｅｌ  ｍａｊｏｒ  ｓｅｍｐｅｒ  ｍａｊｏｒ  ．＞
［いったん成人と成った人は、常に、成人である。］  
（１７） ＜Ｓｅｍｅｌ  ｆｕｒｉｏｓｕｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ｐｒａｅ
ｓｕｍｉｔｕｒ  ｆｕｒｉｏｓｕｓ  ．＞［いったん精神錯乱であっ
た人は、常に、精神錯乱であると、推定される。］  
  
（１８） ＜Ｑｕｉ  ｓｅｍｅｌ  ｅｓｔ  ｍａｌｕｓ  ， ｓｅｍｐ
ｅｒ  ｐｒａｅｓｕｍｉｔｕｒ  ｅｓｓｅ  ｍａｌｕｓ  ，  ｉｎ  
ｅｏｄｅｍ  ｇｅｎｅｒｅ  ．＞［いったん悪人であった人は、同じ
種類のことにおいては、常に、悪い人であると、推定される。］  
（１９）＜Ｑｕｉ  ｓｅｍｅｌ  ｆｕｒａｔｕｒ  ，  ｓｅｍｐｅｒ  
ｆｕｒ  ｈａｂｅｔｕｒ  ．＞「いったん窃盗を犯す人は、常に、窃
盗犯人であると、扱われる。」  
（２０）＜Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｎｔｕｍ  ｅｓｔ  ｐｒｏｂａｔｉｏ  
ｐｒｏｂａｔａ  ｅｔ  ｎｏｎ  ｐｒｏｂａｎｎｄａ  ．＞［証書は、
証明された証明書であり、そして、証明される必要のない証明書であ
る。］  
（２１）＜Ｒｅｘ  ｒｅｇｕｍ  ｒｅｇｅｓ  ｒｅｇｉｔ  ．＞  ［諸
国王の内の筆頭の国王は、諸国王を支配する。］（イギリスの法格言）  
（２２） ＜Ｃａｕｓａ  ｃａｕｓａｅ  ｅｓｔ  ｃａｕｓａ  ｃａｕ
ｓａｔｉ  ．）［原因の原因は、生じたことの原因である。］  
（２３） ＜Ｎｅｍｏ  ｌｉｂｅｒａｌｉｓ  ｎｉｓｉ  ｌｉｂｅｒａ
ｔｕｓ  ．＞［誰も、債務負担から解放されているのでない限り、他
人に気前よく振舞うことは出来ない。］   
（２４） ＜Ａ  Ｄｅｏ  ｒｅｘ  ， ａ  ｒｅｇｅ  ｌｅｘ  ．＞［国
王は神に、法律（法）は国王に、由来する。］  
（２５）  ＜Ｑｕａｌｉｓ  ｒｅｘ  ，  ｔａｌｉｓ  ｇｒｕｘ  ．＞
［国王があるように、このように、国民がある。］  










て正しい戦争よりも、いっそう有用である。」（Ｐａｘ  ｖｅｌ  ｉ
ｎｊｕｓｔａ  ｕｔｉｌｉｏｒ  ｅｓｔ  ｑｕａｍ  ｊｕｓｔｉｓｓ
ｉｍｕｍ  ｂｅｌｌｕｍ  ．）  
（２）「平和は、協約によってではなく、戦勝によって、生みだされる
べきである。」（Ｖｉｃｔｏｒｉａ  ｐａｘ  ｎｏｎ  ｐａｃｔｉｏ
ｎｅ  ｐａｒｉｅｎｄａ  ｅｓｔ  ．＞（Ｃｉｃｅｒｏ）  
（３）「平和の時期に、戦争について考えるべきである。」＜Ｔｅｍｐ





ｕｍ  ｂｅｌｌｕｍ  ｑｕｉｂｕｓ  ｎｅｃｅｓｓａｒｉｕｍ  ，  
ｅｔ  ｐｉａ  ａｒｍａ  ｑｕｉｂｕｓ  ｎｕｌｌａ  ｎｉｓｉ  ｉ
  
ｎ  ａｒｍｉｓ  ｒｅｌｉｎｑｕｉｔｕｒ  ｓｐｅｓ  ．）（Ｌｉｖ
ｉｕｓ，Ａｂ  Ｕｒｂｅ  Ｃｏｎｄｉｔａ，９，１）   
（５） 「戦争において獲得されたものは、国家に帰属する。」（Ｂｅ
ｌｌｏ  ｐａｒｔａ  ｃｅｄｕｎｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ．）
（イギリスの法格言）    
（６）「平和の法と同じように、戦争の法もある。」（Ｓｕｎｔ  ｅｔ  
ｂｅｌｌｉ  ，  ｓｉｃｕｔ  ｐａｃｉｓ  ｊｕｒａ  ．）（Ｌｉｖ
ｉｕｓ，Ａｂ  Ｕｒｂｅ  Ｃｏｎｄｉｔａ，５，２７）  
（７）「無体物は、戦争によっては獲得されない。」（Ｉｎｃｏｒｐｏ
ｒａｌｉａ  ｂｅｌｌｏ  ｎｏｎ  ａｃｑｕｉｒｕｎｔｕｒ  ．）（イ
ギリスの法格言）   
（８）「国家においては、戦争の法は、とりわけ守られるべきである。」
（Ｉｎ  ｒｅ  ｐｕｂｕｌｉｃａ  ｍａｘｉｍｅ  ｃｏｎｓｅｒｖａ
ｎｄａ  ｓｕｎｔ  ｊｕｒａ  ｂｅｌｌｉ  ．）（イギリスの法格言）  
（９）「法律（法）は、勝利者によって言明され、敗北した人によって
受けいれられる。」（Ｌｅｇｅｓ  ａ  ｖｉｃｔｏｒｉｂｕｓ  ｄｉ




人々は、賊あるいは掠奪者である。」（Ｈｏｓｔｅｓ  ｈｉ  ｓｕｎ
ｔ  ，  ｑｕｉ  ｎｏｂｉｓ  ｖｅｌ  ｑｕｉｂｕｓ  ｎｏｓ  ｂｅ
ｌｌｕｍ  ｄｅｃｅｒｎｉｍｕｓ  ；  ｃｅｔｅｒｉ  ｐｒｏｄｉｔ
ｏｒｅｓ  ｖｅｌ  ｐｒａｄｏｎｅｓ  ．）（Ｐｏｍｐ．Ｄ．５０，
１６．１１８；イギリスの法格言）   
（１１）  「武装状態にある敵から何らかの和平提議を受けいれること
が、ローマ国民の慣行ではないこと。」（Ｎｏｎ  ｅｓｓｅ  ｃｏｎ
ｓｕｅｔｕｄｉｎｅｍ  ｐｏｐｕｌｉ  Ｒｏｍａｎｉ  ，  ｕｌｌａ
ｍ  ａｃｃｉｐｅｒｅ  ａｂ  ｈｏｓｔｅ  ａｒｍａｔｏ  ｃｏｎｄ
ｉｔｉｏｎｅｍ  ．）（Ｃａｅｓａｒ，Ｂｅｌｌｕｍ  Ｇａｌｌｉｃ
ｕｍ、５（２），４１）    
（１２）「敵から奪取されるものも、自然の理によって私たちのものと
成る。」（Ｅａ  ｑｕｏｑｕｅ  、  ｑｕａｅ  ｅｘ  ｈｏｓｔｉｂ
ｕｓ  ｃａｐｉｕｎｔｕｒ  ，  ｎａｔｕｒａｌｉ  ｒａｔｉｏｎｅ  
ｎｏｓｔｒａ  ｆｉｕｎｔ  ．）（Ｇａｉ．Ⅰ．２，６９）    
（１３）「勝利を収めた人々が、自身が制圧した人々に対して自身の望
むように命令するということが、戦争の法である。」（Ｊｕｓ  ｅｓ
ｔ  ｂｅｌｌｉ  ，  ｕｔ  ｑｕｉ  ｖｉｃｉｓｓｅｎｔ  ，  ｉｉ
ｓ  ｑｕｏｓ  ｖｉｃｉｓｓｅｎｔ  ，  ｑｕｅｍａｄｍｏｄｕｍ  
ｖｅｌｌｅｎｔ  ，  ｉｍｐｅｒａｒｅｎｔ  ．）（Ｃａｅｓａｒ，
Ｂｅｌｌｕｍ  Ｇａｌｌｉｃｕｍ．１，３６，１）  
（１４）「勝利者は、降伏のいかなる条件も受けいれない。」（Ｎｕｌ
ｌａｍ  ｄｅｄｉｔｉｏｎｉｓ  ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｅｍ  ａｃｃｉ
ｐｉｔ  ｖｉｃｔｏｒ  ．）   
（１５）「信義は、敵に対しても守られるべきである。」（Ｆｉｄｅｓ  





されていなかったからである。」（Ｒｅｓ  ｑｕａｅ  ｉｎｔｒａ  ｐ
ｒａｓｉｄｉａ  ｐｅｒｄｕｃｔａｅ   ｎｏｎｄｕｍ  ｓｕｎｔ  ， 
ｑｕａｍｑｕａｍ  ａｂ  ｈｏｓｔｉｂｕｓ  ｏｃｃｕｐａｔａｅ  ， 
ｉｄｅｏ  ｐｏｓｔｌｉｍｉｎｉｉ  ｎｏｎ  ｅｇｅｎｔ  ，  ｑｕ
ｉａ  ｄｏｍｉｎｉｕｍ  ｎｏｎｄｕｍ  ｍｕｔａｒｕｎｔ  ｅｘ  
ｇｅｎｔｉｕｍ  ｊｕｒｅ  ．）（Ｇｒｏｔｉｕｓ，Ｄｅ  Ｊｕｒ，
Ｂｅｌｌ．１，３，９，１６：１，３，６，３）   
（１７）「すべてのことに対するすべての人の権利、そして、その帰結
として、すべての人に対するすべての人の戦争」（Ｊｕｓ  ｏｍｎｉ
ｕｍ  ｉｎ  ｏｍｎｉａ   ，  ｅｔ  ｃｏｎｓｅｑｕｅｎｔｅｒ  
ｂｅｌｌｕｍ  ｏｍｎｉｕｍ  ｉｎ  ｏｍｎｅｓ  ．］  （Ｈｏｂｂ
ｅｓ，Ｅｌｅｍｅｎｔａ  Ｐｈｉｌｏｓ．Ｄｅ  Ｃｉｖｅ，Ｐｒａｅ
ｆａｔｉｏ）   
（１８）「もし私たちが平和を享受することを望む場合には、戦争がな
される必要がある。 しかし、もし私たちが戦争を放棄する場合には、
私たちは決して平和を享受しないだろう。」（Ｓｉ  ｐａｃｅ  ｆｒ
ｕｉ  ｖｏｌｕｍｕｓ  ，  ｂｅｌｌｕｍ  ｇｅｒｅｎｄｕｍ  ｅｓ
ｔ  ； ｓｉ  ｂｅｌｌｕｍ  ｏｍｉｔｔｉｍｕｓ  ， ｐａｃｅ  ｎ
ｕｍｑｕａｍ  ｆｒｕｅｍｕｒ  ．）（Ｃｉｃｅｒｏ，Ｐｈｉｌ．２
７，６，１９）  
（１９）「法は、武器の間では、沈黙する。」（Ｊｕｓ  ｓｉｌｅｎｔ  
ｉｎｔｅｒ  ａｒｍａ  ．＞（Ｃｉｃｅｒｏ，Ｐｒｏ  Ｍｉｌ．４，
１１；イギリスの法格言）  
（２０）「法律（法）は、戦争においては、沈黙することを強いられて
いる。」  （Ｌｅｇｅｓ  ｂｅｌｌｏ  ｓｉｌｅｒｅ  ｃｏａｃｔａ






（Ｌｅｇａｔｕｓ  ｒｅｇｉｓ   ｖｉｃｅ  ｆｕｎｇｉｔｕｒ  ，  
ａ  ｑｕｏ  ｄｅｓｔｉｎａｔｕｒ   ，  ｅｔ  ｈｏｎｏｒａｎｄ
ｕｓ  ｅｓｔ  ，  ｓｉｃｕｔ  ｉｌｌｅ  ｃｕｊｕｓ  ｖｉｃｅｍ  
ｇｅｒｉｔ  ．）（イギリスの法格言）  
（２）「使節を侵害することは、国際法に反している。」（Ｌｅｇａｔ
ｏｓ  ｖｉｏｌａｒｅ  ｃｏｎｔｒａ  ｊｕｓ  ｇｅｎｔｉｕｍ  ｅ
ｓｔ  ．）（イギリスの法格言）    
（３）「使節の身柄は、単に同盟者の法においてだけではなく、敵の武
器の下においてさえも , 安全に保護される。」（Ｌｅｇａｔｕｓ  ， 
ｎｏｎ  ｓｏｌｕｍ  ｉｎｔｅｒ  ｓｏｃｉｏｒｕｍ  ｊｕｒａ  ，  
ｓｅｄ  ｅｔｉａｍ  ｉｎｔｅｒ  ｈｏｓｔｉｕｍ  ｔｅｌａ  ｉｎ
ｃｏｌｕｍｉｓ  ｓｅｒｖａｔｕｒ  ．）  
  
（４）「使節からの取立は、すべて、免除されるべきである。」（Ｏｍ
ｎｉｓ  ｃｏａｃｔｉｏ  ａ  ｌｅｇａｔｏ  ａｂｅｓｓｅ  ｄｅｂ





ｅｎｔｉｕｍ  ｅｓｔ  ，  ｑｕｏ  ｇｅｎｔｅｓ  ｈｕｍａｎａｅ  





＞対応するような，＜ｌａｗ  ｏｆ  ｎａｔｉｏｎｓ＞とか、＜ｄｒ
ｏｉｔ  ｄｅｓ  ｇｅｎｓ＞とか、＜Ｖ öｌｋｅｒｒｅｃｈｔ＞とかの、








（Ｊｕｓ  ｇｅｎｔｉｕｍ  ｅｓｔ  ， ｑｕｏｄ  ｎａｔｕｒａｌｉ
ｓ  ｒａｔｉｏ  ｉｎｔｅｒ  ｏｍｎｅｓ  ｈｏｍｉｎｅｓ  ｃｏｎ
ｓｔｉｔｕｉｔ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ，１，１，９；Ｉ．Ｉ．１， 2 ，
１；イギリスの法格言）  
（３）「交易は、万民法によって、共通のものであるべきである。」（Ｃ
ｏｍｍｅｒｃｉｕｍ  ｊｕｒｅ  ｇｅｎｔｉｕｍ  ｃｏｍｍｕｎｅ  





（１）「合意は拘束する（パクタ  スント  セルワンダ。）。」（Ｐａ
ｃｔａ  ｓｕｎｔ  ｓｅｒｖａｎｄａ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．２，１４，
７，７：Ｃ．Ｊ．２，３，２９，１；Ｄａｍａｓｕｓ，  Ｒｅｇｕｌ
ａｅ  Ｃａｎｏｎｉｃａｅ，２４ｆ．；イギリスの法格言）  
（２）「条約は、第三者を、害しも、益しも、しない。」（Ｐａｃｔａ  
ｔｅｒｔｉｉｓ  ｎｅｃ  ｎｏｃｅｎｔ  ｎｅｃ  ｐｒｏｓｕｎ
ｔ  ．）                            
（３）「ある他の人々の間でなされた事柄は、その他の人を害しない。」
（Ｒｅｓ  ｉｎｔｅｒ  ａｌｉｏｓ  ａｃｔａ  ａｌｔｅｒｉ  ｎｏ
ｎ  ｎｏｃｅｔ  ．）（イギリスの法格言）  
（４）「ある他の人々の間でなされた事柄は、誰も害するべきではない
が、しかし、利益を与えることは、出来る。」（Ｒｅｓ  ｉｎｔｅｒ  
  
ａｌｉｏｓ  ａｃｔａｅ  ｎｅｍｉｎｉ  ｎｏｃｅｒｅ  ｄｅｂｅｎ
ｔ   ，  ｓｅｄ  ｐｒｏｄｅｓｓｅ  ｐｏｓｓｕｎｔ  ．）（イギ
リスの法格言）  
（５）「領域権は、武力の終わるところで、終わる。」（Ｔｅｒｒａｅ  
ｐｏｔｅｓｔａｓ  ｆｉｎｉｔｕｒ  ，  ｕｂｉ  ｆｉｎｉｔｕｒ  




















自体の中に含む。」（Ｏｍｎｅ  ｍａｊｕｓ  ｃｏｎｔｉｎｅｔ  ｉ
ｎ  ｓｅ  ｍｉｎｕｓ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１１０ｐ
ｒ．；イギリスの法格言）  
（２）「比較的価値の多いものは、比較的価値の少ないものを、それ自
体の許へ引きよせる。」（Ｍａｊｕｓ  ｄｉｇｎｕｍ  ｔｒａｈｉｔ  
ａｄ  ｓｅ  ｍｉｎｕｓ  ｄｉｇｎｕｍ  ．）（イギリスの法格言）   
（３）「いっそう大きいことが許されるときには、いっそう小さいこと
も許されるものと、見られる。」（Ｑｕａｎｄｏ  ｌｉｃｅｔ  ｉｄ  
ｑｕｏｄ  ｍａｊｕｓ   ，  ｖｉｄｅｔｕｒ  ｅｔ  ｌｉｃｅｒｅ  
ｉｄ  ｑｕｏｄ  ｍｉｎｕｓ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０．１７，１
１０ｐｒ．；イギリスの法格言）   
（４）「いっそう大きいことを許されている人が、いっそう小さいこと
を許されない、ということは、あってはならない。」（Ｃｕｉ  ｌｉ
ｃｅｔ  ，  ｑｕｏｄ  ｍａｊｕｓ  ｎｏｎ  ｄｅｂｅｔ  ，  ｑｕ





いだろう。」（Ｑｕｏｄ  ｉｎ  ｍｉｎｏｒｉ  ｖａｌｅｔ  ，  ｖ
ａｌｅｂｉｔ  ｉｎ  ｍａｊｏｒｉ  ，  ｅｔ  ｑｕｏｄ  ｉｎ  ｍ
  
ａｊｏｒｉ  ｎｏｎ  ｖａｌｅｔ  ，  ｎｅｃ  ｖａｌｅｂｉｔ  ｉ
ｎ  ｍｉｎｏｒｉ  ．）（イギリスの法格言）  
（６）「いっそう大きいことについて適法であるものは、いっそう小さ
いことについても、適法である。」（Ｑｕｏｄ  ｐｒｏ  ｍａｊｏｒ
ｅ  ｌｉｃｉｔｕｍ  ｅｓｔ  ，  ｐｒｏ  ｍｉｎｏｒｅ  ｌｉｃｉ
ｔｕｍ  ｅｓｔ  ．）  
（７）「いっそう小さいことについて適法であるものは、いっそう大き
ことについても、適法である。」（Ｑｕｏｄ  ｐｒｏ  ｍｉｎｏｒｅ  
ｌｉｃｉｔｕｍ  ｅｓｔ  ｅｔ  ｐｒｏ  ｍａｊｏｒｅ  ｌｉｃｉｔ
ｕｍ  ｅｓｔ  ．）（イギリスの法格言）   
（８）「いっそう大きいことをなすことが出来る人は、いっそう小さい
ことも、なすことが出来る。」  （Ｑｕｉ  ｐｏｔｅｓｔ  ｍａｊｕ
ｓ  ，  ｐｏｔｅｓｔ  ｅｔ  ｍｉｎｕｓ  ．）   
（９）「いっそう大きい刑罰は、いっそう小さい刑罰を吸収する。」（Ｐ
ｏｅｎａ  ｍａｊｏｒ  ａｂｓｏｒｂｅｔ  ｍｉｎｏｒｅｍ  ．）   
（１０）「いっそう大きい数は、いっそう小さい数をそれ自体の中に含
む。］（Ｍａｊｏｒ  ｎｕｍｅｒｕｓ  ｉｎ  ｓｅ  ｃｏｎｔｉｎｅ
ｔ  ｍｉｎｏｒｅｍ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５，１，５４；イギリス
の法格言）  
（１１）「いっそう大きい問題は、いっそう小さい状況を自身の許へ引
きよせる。」（Ｍａｊｏｒ  ｑｕａｅｓｔｉｏ  ｍｉｎｏｒｅｍ  ｃ
ａｕｓａｍ  ａｄ  ｓｅ  ｔｒａｈｉｔ  ．）  
（１２）「いっそう大きい部分は、いっそう小さい部分を自身の許へ引
きよせる。」（Ｍａｊｏｒ  ｐａｒｓ  ｔｒａｈｉｔ  ａｄ  ｓｅ  ｍ
ｉｎｏｒｅｍ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５，１，５４）   
（１３）「いっそう大きなものは、それ自体の中にいっそう小さなもの




が生まれる。」（Ｌｉｓ  ｍｉｎｉｍｉｓ  ｖｅｒｂｉｓ  ｉｎｔｅ
ｒｄｕｍ  ｍａｘｉｍａ  ｃｒｅｓｃｉｔ  ．）（Ｄｉｏｎ．Ｃａｔ．
Ｄｉｓｔ．２，１１；イギリス法）  
（１５）「いっそう小さい罪過に相当するものも、いっそう大きい不名
誉に相当する。」（Ｑｕａｅ  ｓｕｎｔ  ｍｉｎｏｒｉｓ  ｃｕｌｐ
ａｅ  ｓｕｎｔ  ｍａｊｏｒｉｓ  ｉｎｆａｍｉａｅ  ．）（イギリ
スの法格言）  
（１６）「買主は、出きる限り小さい金額で買い、売主は、出来る限り
大きい金額で売る。」（Ｅｍｔｏｒ（Ｅｍｐｔｏｒ）  ｅｍｉｔ  ｑ
ｕａｍ  ｍｉｎｉｍｏ  ｐｏｔｅｓｔ  ，  ｖｅｎｄｉｔｏｒ  ｖｅ




金銭罰よりも、大きい。」（Ｏｍｎｉｓ  ｐｏｅｎａ  ｃｏｒｐｏｒ
  
ａｌｉｓ  ，  ｑｕａｍｖｉｓ  ｍｉｎｉｍａ  ，  ｍａｊｏｒ  ｅ
ｓｔ  ｏｍｎｉ  ｐｏｅｎａ  ｐｅｃｕｎｉａｒｉａ  ．）  
（１８）「身体への加害は、比較的大きな犯罪の中では、最も小さいも
のであり、そして、比較的小さい犯罪の中では、最も大きなものであ
る。」（Ｍａｈｅｍｉｕｍ  ｅｓｔ  ｉｎｔｅｒ  ｃｒｉｍｉｎａ  ｍ
ａｊｏｒａ  ｍｉｎｉｍｕｍ  ｅｔ  ｉｎｔｅｒ  ｍｉｎｏｒａ  ｍ
ａｘｉｍｕｍ  ．）（イギリスの法格言）   
（１９）「身体上の罰は、最小のものであっても、いかなる金銭罰より
も、いっそう大きい。」（Ｐｏｅｎａ  ｍｉｎｉｍａ  ｃｏｒｐｏｒ
ａｌｉｓ  ｍａｊｏｒ  ｑｕａｌｉｂｅｔ  ｐｏｅｎａ  ｐｅｃｕｎ
ｉａｒｉａ  ．）  
（２０）「極めて大きい権勢の中には、極めて小さい自由がある。」（Ｉ
ｎ  ｍａｘｉｍａ  ｐｏｔｅｎｔｉａ  ｍｉｎｉｍａ  ｌｉｃｅｎｔ
ｉａ  ．）（イギリスの法格言）  
（２１）「いっそう大きいことから、いっそう小さいことへの論証は、
否定的な方向では、有効ではない。  しかし、逆の場合には、有効で
ある。」（Ａｒｇｕｍｅｎｔｕｍ  ａ  ｍａｊｏｒｉ  ａｄ  ｍｉｎ
ｕｓ  ｎｅｇａｔｉｖｅ  ｎｏｎ  ｖａｌｅｔ  ；  ｖａｌｅｔ  ｅ  
ｃｏｎｖｅｒｓｏ  ．）（イギリスの法格言）   
（２２）「いっそう大きいことがあるところでは、いっそう小さいこと
は引きさがる。」（Ｕｂｉ  ｍａｊｏｒ  、  ｍｉｎｏｒ  ｃｅｓｓ
ａｔ  ．）   
（２３）「比較的大きいことと、比較的小さいことに関して、法は異な
らない。」（Ｄｅ  ｍａｊｏｒｉ  ｅｔ  ｍｉｎｏｒｉ  ｎｏｎ  ｖ
ａｒｉａｎｔ  ｊｕｒａ  ．）（イギリスの法格言）  
（２４）「いっそう大きな悪が避けられるために、いっそう小さな悪が
許される。」（Ｍｉｎｕｓ  ｍａｌｕｍ  ｐｅｒｍｉｔｔｉｔｕｒ  ，  
ｕｔ  ｅｖｉｔｅｔｕｒ  ｍａｊｕｓ  ．）（Ｃ．Ｉ．１，１，１）   
（２５）「いっそう大きい審理のための予審は、いっそう小さい事案を
通じてなされるべきではない。」（Ｐｅｒ  ｍｉｎｏｒｅｍ  ｃａｕ
ｓａｍ  ｍａｊｏｒｉ  ｃｏｇｎｉｔｉｏｎｉ  ｐｒａｅｊｕｄｉｃ
ｉｕｍ  ｆｉｅｒｉ  ｎｏｎ  ｏｐｏｒｔｅｔ  ．）  
（２６）「大盗人は、小盗人をしばしば罰する。」（Ｍａｇｎｉ  ｍｉ
ｎｏｒｅｓ  ｓａｅｐｅ  ｆｕｒｅｓ  ｐｕｎｉｕｎｔ  ．）（Ｃａ
ｅｃｉｌｉｕｓ  Ｂａｌｂｕｓ  ，  Ｓｅｎｅｎｔｉａ  ，  １０
７  ；  Ｄｉｏｇｅｎｅｓ  Ｌａｅｒｔｉｕｓ  ，Ｖｉａｔｅ  Ｐｈ
ｉｌｏｓｏｐｈｏｒｕｍ  ，６，４５）    
（２７）「国王は、個々の人々よりも大きい存在であるが、しかし、国
民全体よりは小さい存在である。」（Ｒｅｘ  ｅｓｔ  ｍａｊｏｒ  ｓ
ｉｎｇｕｌｉｓ  ，  ｍｉｎｏｒ  ｕｎｉｖｅｒｓｉｓ  ．）（イギ





在する。」（Ｉｎ  ｅｏ  ，  ｑｕｏｄ  ｓｉｔ  ｐｌｕｓ  ，  ｓ
  




に含んでいる。」（Ｐｌｕｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ｉｎ  ｓｅ  ｃｏｎｔ




ｅｔ  ，  ｃｕｉ  ｐｌｕｓ  ｌｉｃｅｔ  ，  ｑｕｏｄ  ｍｉｎｕ
ｓ  ｅｓｔ  ， ｎｏｎ  ｌｉｃｅｒｅ  ．） （Ｕｌｐ．Ｄ．５０，
１７，２１；イギリスの法格言）  
（４） 「比較的少ない金額は、比較的多い金額の中に含まれる。」（Ｉ
ｎ  ｍａｊｏｒｅ  ｓｕｍｍａ  ｃｏｎｔｉｎｅｔｕｒ  ｍｉｎｏ
ｒ  ．）（イギリスの法格言）  
（５）「いっそう多い物を譲与される人は、いっそう少ない物も譲与さ
れるものと、見られる。」（Ｃｕｉ  ｍａｊｕｓ  ｃｏｎｃｅｄｉｔ
ｕｒ  ， ｅｔ  ｍｕｎｉｓ  ｃｏｎｃｅｄｉ  ｖｉｄｅｔｕｒ  ．）
（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，２１）   
（６）「比較的少ないことによってなされることが可能であることが、
が比較的多いことによってなされるのは、無益である。」（Ｆｒｕｓ
ｔｒａ  ｆｉｔ  ｐｅｒ  ｐｌｕｒａ  ，  ｑｕｏｄ  ｆｉｅｒｉ  
ｐｏｔｅｓｔ  ｐｅｒ  ｐａｕｃｉｏｒａ  ．）（イギリスの法格言）  
（７）「いっそう多いことをなす人は、いっそう少ないことをなす。 し
かし、それと逆方向のことは、生じない。」（Ｑｕｉ  ｆａｃｉｔ  ｉ
ｄ  ｑｕｏｄ  ｐｌｕｓ  ｅｓｔ  ，  ｆａｃｉｔ  ｉｄ  ｑｕｏｄ  
ｍｉｎｕｓ  ｅｓｔ  ，  ｓｅｄ  ｎｏｎ  ｃｏｎｖｅｒｔｉｔｕ
ｒ  ．）（イギリスの法格言）  
（８）「いっそう多いことが許されている人には、いっそう少ないこと
は、確かに許されている。」（Ｃｕｉ  ｌｉｃｅｔ  ｑｕｏｄ  ｅｓ
ｔ  ｐｌｕｓ  ，  ｌｉｃｅｔ  ｕｔｉｑｕｅ  ｑｕｏｄ  ｅｓｔ  
ｍｉｎｕｓ  ．）（Ｕｌｐ．５０，１７，２１；Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘ
ｔｕｓ，５，１３，５３；イギリスの法格言）  
（９）「いっそう大きいことが許されるときには、いっそう小さいこと
も許されるものと、見られる。」（Ｑｕａｎｄｏ  ｌｉｃｅｔ  ｉｄ  
ｑｕｏｄ  ｍａｊｕｓ  ，  ｖｉｄｅｔｕｒ  ｅｔ  ｌｉｃｅｒｅ  
ｉｄ  ｑｕｏｄ  ｍｉｎｕｓ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１
１０ｐｒ．；イギリスの法格言）   
（１０）「年少者は、不法行為においては、年長者と扱われる。」（Ｍ








ａｊｏｒ  ｄｉｖｉｄａｔ，  ｍｉｎｏｒ  ｅｌｉｇａｔ  ．）（ロ
ーマの格言・中世の法格言・ドイツの法格言）   
（２）「いっそう上位の法律（法）は、いっそう下位の法律（法）を、
部分的に廃止する。」（Ｌｅｘ  ｓｕｐｅｒｉｏｒ  ｄｅｒｏｇａｔ  
ｌｅｇｉ  ｉｎｆｅｒｉｏｒｉ  ．）  
（３） 「いっそう上位の人の面前では、いっそう下位の人の権能は止
む。」（Ｉｎ  ｐｒａｅｓｅｎｔｉａ  ｍａｊｏｒｉｓ  ｃｅｓｓａ
ｔ  ｐｏｔｅｎｔｉａ  ｍｉｎｏｒｉｓ  ．）   
（４）「いっそう年少の人は、いっそう年長の人を養子とすることは出
来ない。」（Ａｄｏｐｔａｒｅ  ｍｉｎｏｒ  ｍａｊｉｏｒｅｍ  ｎ
ｏｎ  ｐｏｔｅｓｔ  ．）（イギリスの法格言）  
（５）「不可分のことにおいては、いっそう年少の人は、いっそう年長
の人を助ける。」（Ｉｎ  ｉｎｄｉｖｉｄｕｉｓ  ｍｉｎｏｒ  ｒｅ
ｌｅｖａｔ  ｍａｊｏｒｅｍ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．８，６，１０ｐ
ｒ．）   
（６）「最高の救済からいっそう下級の訴訟へは、回帰も助力も認めら
れない。」（Ａ  ｓｕｍｍｏ  ｒｅｍｅｄｉｏ  ａｄ  ｉｎｆｅｒｉ
ｏｒｅｍ  ａｃｔｉｏｎｅｍ  ｎｏｎ  ｈａｂｅｔｕｒ  ｒｅｇｒｅ
ｓｓｕｓ  ，  ｎｅｑｕｅ  ａｕｘｉｌｉｕｍ．）（イギリスの法格
言）  
（７） 「いっそう上位の人が懇願するときには、その懇願を拒むこと
は、難しい。」（Ｄｕｒｕｍ  ｅｓｔ  ｎｅｇａｒｅ  ｓｕｐｅｒｉ




ｔ  ｒｏｇａｎｄｏ  ，  ｑｕｕｍ  ｐｏｔｅｎｔｉｏｒ  ｒｏｇａ





（Ｏｍｎｅ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｅ  ｔｒａｈｉｔ  ａｄ  ｓｅ  ａ
ｃｃｅｓｓｏｒｉｕｍ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．３４，２，１９、１３；
イギリスの法格言）   
（２）「主たるものは、従たるものを引きよせる。」（Ｐｒｉｎｃｉｐ
ａｌｅ  ｔｒａｈｉｔ  ａｃｃｅｓｓｉｏｎｅｍ  ．）                  
（３）「法律（法）があるものをある人に付与するときには、付随する
ものすべてが，暗黙の内に付与される。」（Ｑｕａｎｄｏ  ｌｅｘ  ａ
ｌｉｑｕｉｄ  ａｌｉｃｕｉ  ｃｏｎｃｅｄｉｔ  ，  ｏｍｎｉａ  
ｉｎｃｉｄｅｎｔｉａ  ｔａｃｉｔｅ  ｃｏｎｃｅｄｕｎｔｕｒ  ．）
（イギリスの法格言）  
（４）「主たる人が存在しないところでは、従たる人は存在することは
出来ない。」（Ｕｂｉ  ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉｓ  ，  
  
ｎｏｎ  ｐｏｔｅｓｔ  ｅｓｓｅ  ａｃｃｅｓｓｏｒｉｕｓ  ．）（イ
ギリスの法格言）  
（５）「従物は、主物の運命に従う。」（Ａｃｃｅｓｓｉｏ  ｃｅｄｉ
ｔ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．３４，２，ｉ９，１
３）（イギリスの法格言）  
（６）「従物が主物の性質に従うのは、適切である。」（Ａｃｃｅｓｓ
ｏｒｉｕｍ  ｎａｔｕｒａｍ  ｓｅｑｕｉ  ｃｏｎｇｒｕｉｔ  ｐｒ
ｉｎｃｉｐａｌｉｓ  ．）（  Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，１３，
４２）   
（７）「従たるものは、主たるものを引きこまない。」（Ａｃｃｅｓｓ
ｏｒｉｕｍ  ｎｏｎ  ｔｒａｈｉｔ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｅ  ．）（イ
ギリスの法格言）  
（８）「従物は、主物に従う。」（Ａｃｃｅｓｓｏｒｉｕｍ  ｓｅｑｕ
ｉｔｕｒ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｅ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．３３，８，２；
イギリスの法格言）  
（９）「従犯は、その正犯の性質に従う。」（Ａｃｃｅｓｓｏｒｉｕｓ  
ｓｅｑｕｉｔｕｒ  ｎａｔｕｒａｍ  ｓｕｉ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉ
ｓ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．３３．８．２；イギリスの法格言）  
（１０）「主たるものについて権利を持つその人が、従たるものについ
て権利を持つであろう。」  （Ｃｕｊｕｓ  ｊｕｒｉｓ  ｅｓｔ  ｐ
ｒｉｎｃｉｐａｌｅ  ，  ｅｊｕｓｄｅｍ  ｊｕｒｉｓ  ｅｒｉｔ  
ａｃｃｅｓｓｏｒｉｕｍ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．３３．８．２；イギリ
スの法格言 )  
（１１）「主たる状況が存立しないときには、それに続くものは、生じ
ない。」（Ｃｕｍ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉｓ  ｃａｕｓａ  ｎｏｎ   
ｃｏｎｓｉｓｔｉｔ   ，  ｎｅ  ｅａ  ｑｕａｅ  ｓｅｑｕｕｎｔ
ｕｒ  ｌｏｃｕｍ  ｔｅｎｅｎｔ  ．）(Ｐａｕｌ．Ｄ．１７，１２９，
１：Ｄ．５０，１７，１７８；イギリスの法格言 )  
（１２）「あることが禁じられるときには、あのことから続いて生ずる
ものすべてが、禁じられる。」（Ｃｕｍ  ｑｕｉｄ  ｐｒｏｈｉｂｅ
ｔｕｒ  ，  ｐｒｏｈｉｂｅｔｕｒ  ｏｍｎｉａ  ｑｕａｅ  ｓｅｑ
ｕｕｎｎｔｕｒ  ｅｘ  ｉｌｌｏ  ．）（Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，
５，１３，３９）  
（１３）「主たるものが消滅すれば、付随的なものも取りさられる。」
（Ｅｘｔｉｕｎｃｔｏ（Ｅｘｓｔｉｎｃｔｏ）  ｓｕｂｊｅｃｔｏ  ， 
ｔｏｌｌｉｔｕｒ  ａｄｊｕｎｃｔｕｍ  ．）（イギリスの法格言）   
（１４）「主たるものにおいて有効でないものは、従たるものあるいは
続いて生ずるものにおいて、有効でないだろう。」（Ｑｕａｅ  ｎｏ
ｎ  ｖａｌｅｔ  ｉｎ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉ  ，  ｉｎ  ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎｅ  ｓｅｕ  ｃｏｎｓｅｑｕｅｎｔｉ  ｎｏｎ  ｖａｌｅ
ｂｉｔ  ．）＾  
（１５）「大逆行為においては、誰も従犯であることは出来ず、主犯だ
けが、存在する。」（Ｉｎ  ａｌｔａ  ｐｒｏｄｉｔｉｏｎｅ  ｎｕ
ｌｌｕｓ  ｐｏｔｅｓｔ  ｅｓｓｅ  ａｃｃｅｓｓｏｒｉｕｓ  ，  
ｓｅｄ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉｓ  ｓｏｌｕｍｍｏｄｏ  ．）（イギ




止されることは、理に合致しない。」（Ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｃｏｎｓｏ
ｎｕｍ  ｒａｔｉｏｎｉ  ，  ｑｕｏｄ  ｃｏｇｎｉｔｉｏ  ａｃｃ
ｅｓｓｏｒｉｉ  ｉｎ  ｃｕｒｉａ  Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｉｔａｔｉ
ｓ  ｉｍｐｅｄｉａｔｕｒ  ｕｂｉ  ｃｏｇｎｉｔｉｏ  ｃａｕｓａ
ｅ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉｓ  ａｄ  ｆｏｒｕｍ  ｅｃｃｌｅｓｉａ
ｓｔｉｃｕｍ  ｎｏｓｃｉｔｕｒ  ｐｅｒｔｉｎｅｒｅ  ．）（イギ
リスの法格言）  
（１７）「主たる債務関係の場合よりも多いものは、従たる債務関係に
おいては、存在することは出来ない。」（Ｎｏｎ  ｐｌｕｓ  ｉｎ  ａ
ｃｃｅｓｓｉｏｎｅ  ｐｏｔｅｓｔ  ｅｓｓｅ  ，  ｑｕａｍ  ｉｎ  
ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉ  ｏｂｌｉｇａｔｉｏｎｅ  ．）（Ｉ．Ｊ．３．
２０．５ )  
（１８）「主たる人が存在しないところでは、従たる人も存在すること
は出来ない。」  （Ｕｂｉ  ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｐｒｉｎｃｉｐａｌｉ
ｓ   ，  ｎｏｎ  ｐｏｔｅｓｔ  ｅｓｓｅ  ａｃｃｅｓｓｏｒｉｕ



















（１）「法は善および衡平の術である。」（Ｊｕｓ  ｅｓｔ  ａｒｓ  ｂ




ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｊｕｓｑｕｅ  ｉｎｔｅｒｐｏｓｉｔａｍ  
ｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｅｍ  ｎｏｂｉｓ  ｓｏｌｉｓ  ｅｔ  
ｏｐｏｒｔｅｔ  ｅｔ  ｌｉｃｅｔ  ｉｎｓｐｉｃｅｒｅ  ．）（Ｃ．







ｍｎｉｂｕｓ  ｑｕｉｄｅｍ  ，  ｍａｘｉｍｅ  ｔａｍｅｎ  ｉｎ  
ｊｕｒｅ   ，  ａｅｑｕｉｔａｓ  ｓｐｅｃｔａｎｄａ  ．）（Ｐ
ａｕｌ．Ｄ．５０，１７，９０；イギリスの法格言）  
（２）「裁判官は、常に、衡平を見るべきである。」（Ｊｕｄｅｘ  ａ
ｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｓｅｍｐｅｒ  ｓｐｅｃｔａｒｅ  ｄｅｂｅ
ｔ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．１３，４，４，１；イギリスの法格言）  
（３）「裁判官は，常に，衡平を眼前に持つべきである。」（Ｊｕｄｅ
ｘ  ａｎｔｅ  ｏｃｕｌｏｓ  ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｓｅｍｐｅｒ  
ｈａｂｅｒｅ  ｄｅｂｅｔ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．１３，４，４，１；
イギリスの法格言）  
（４） 「明らかな衡平が求めるときには、救済するべきである。」（Ｕ
ｂｉ  ａｅｑｕｉｔａｓ  ｅｖｉｄｅｎｓ  ｐｏｓｃｉｔ  ，  ｓｕ




するべきである。」（Ｅｔｓｉ  ｎｉｈｉｌ  ｆａｃｉｌｅ  ｍｕｔ
ａｎｄｕｍ  ｅｓｔ  ｅｘ  ｓｏｌｌｅｍｎｉｂｕｓ  ，  ｔａｍｅ
ｎ  ，  ｕｂｉ  ａｅｑｕｉｔａｓ  ｅｖｉｄｅｎｓ  ｐｏｓｃｉ




（Ｎｉｈｉｌ  ｔａｍ  ｃｏｎｖｅｎｉｅｎｓ  ｅｓｔ  ｎａｔｕｒ
ａｌｉ  ａｅｑｕｉｔａｔｉ  ，  ｑｕａｍ  ｖｏｌｕｎｔａｔｅｍ  
ｄｏｍｉｎｉ  ｖｏｌｅｎｔｉｓ  ｒｅｍ  ｓｕａｍ  ｉｎ  ａｌｉ




ｕｏｔｉｅｎｓ  ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｄｅｓｉｄｅｒｉｉ  ｎａ
ｔｕｒａｌｉｓ  ｒａｔｉｏ  ａｕｔ  ｄｕｂｉｔａｔｉｏ  ｊｕｒ
ｉｓ  ｍｏｒａｔｕｒ  ，  ｊｕｓｔｉｓ  ｄｅｃｒｅｔｉｓ  ｒｅ
ｓ  ｔｅｍｐｅｒａｎｎｄａ  ｅｓｔ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，
１７，８５）   
（８）「国家を指導する人々が、罰することのために、怒りではなくて、
衡平によって導かれる法律（法）に似た存在であることが、願われる
べきである。」（Ｏｐｔａｎｄｕｎ  ｅｓｔ  ｕｔ  ｉｉ  ｑｕｉ  ｐ
ｒａｅｓｕｎｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ｌｅｇｕｍ  ｓｉｍｉ
ｌｅｓ  ｓｉｎｔ  ， ｑｕａｅ  ａｄ  ｐｕｎｉｅｎｄｕｍ  、 ｎ
ｏｎ  ｉｒａｃｕｎｄｉａ  ｓｅｄ  ａｅｑｕｉｔａｔｅ  ｄｕｃｕ







（Ｑｕａｎｄｏ  ｄｕｏ  ｊｕｒａ  ｉｎ  ｕｎａ  ｐｅｒｓｏｎａ  
ｃｏｎｃｕｒｒｕｎｔ   ，  ａｅｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ａｃ  ｓｉ  
ｅｓｓｅｎｔ  ｄｉｖｅｒｓｉｓ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．１９，１，１
０；イギリスの法格言）  
（１０）「ある人に、その人自身の事案において判断の自由を与えるこ
とは、まったく不衡平である。」（Ｉｎ  ｒｅ  ｐｒｏｐｒｉａ  ｉ
ｎｉｑｕｕｍ  ａｄｍｏｄｕｍ  ｅｓｔ  ａｌｉｃｕｉ  ｌｉｃｅｎ
ｔｉａｍ  ｔｒｉｂｕｅｒｅ  ｓｅｎｔｅｎｔｉａｅ  ．）（Ｃ．Ｊ．
３，５，１）                            
（１１）「生まれつき自由な人が自身の物の自由な譲渡権を持たないの
は、不衡平である。」（Ｉｎｉｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ｉｎｇｅｎｕｉｓ  
ｈｏｍｉｎｉｂｕｓ  ｎｏｎ  ｅｓｓｅ  ｌｉｂｅｒａｍ  ｒｅｒｕ
ｍ  ｓｕａｒｕｍ  ａｌｉｅｎａｔｉｏｎｅｍ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．




（Ｅｕｍ  ，  ｑｕｉ  ｎｏｃｅｎｔｅｍ  ｉｎｆａｍａｒｉｔ  ，  
ｎｏｎ  ｅｓｔ  ａｅｑｕｕｍ  ｅｔ  ｂｏｎｕｍ  ｏｂ  ｅａｍ  
ｒｅｍ  ｃｏｎｄｅｍｎａｒｉ  ；  ｄｅｌｉｃｔａ  ｅｎｉｍ  ｎ
ｏｃｅｎｔｉｕｍ  ｎｏｔａ  ｅｓｓｅ  ｏｐｏｒｔｅｔ  ｅｔ  ｅ
ｘｐｅｄｉｔ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ，４７，１０，１８ｐｒ．；イギ
リスの法格言）   
（１３）「一見したところでは公正であると見える抗弁が、それでも不
衡平なかたちで害する、ということが、ときには生ずる。」（Ｉｎｔ
ｅｒｄｕｍ  ｖｅｎｉｔ  ｕｔ  ｅｘｃｅｐｔｉｏ  ｑｕａｅ  ｐｒ
ｉｍａ  ｆａｃｉｅ  ｊｕｓｔａ  ｖｉｄｅｔｕｒ  ，  ｔａｍｅｎ  
ｉｎｉｑｕｅ  ｎｏｃｅａｔ  ．）（Ｉ．Ｊ．４，１４ｐｒ．）     
（１４）「誰も、他人への加害及び不法侵害によっていっそう富むよう
に成ならないことは、自然の法によって、衡平である。」（Ｊｕｒｅ  
ｎａｔｕｒａｅ  ａｅｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ｎｅｍｉｎｅｍ  ｃｕｍ  
ａｌｔｅｒｉｕｓ  ｄｅｔｒｉｍｅｎｔｏ  ｅｔ  ｉｎｊｕｒｉａ  
ｆｉｅｒｉ  ｌｏｃｕｐｌｅｔｉｏｒｅｍ  ．）（Ｐｏｍｐ．Ｄ．５
０，１７，２０６）  
（１５）「他人の損失によって誰も利得しないのは、衡平である。」（Ｎ
ｅｍｉｎｅｍ  ａｅｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ｃｕｍ  ａｌｔｅｒｉｕｓ  
ｄａｍｎｏ  ｌｏｃｕｐｌｅｔａｒｉ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．４，３，
２８）   
（１６）「哀れにも、婦女たちは、厳しい法律（法）によって生き、し
かも、男たちの場合よりも遥かに不衡平な法律（法）によって、生き
る。」（Ｌｅｇｅ  ｄｕｒａ  ｖｉｖｕｎｔ  ｍｕｌｉｅｒｅｓ  ｍ
  
ｕｌｔｏｑｕｅ  ｉｎｉｑｕｉｏｒｅ  ｍｉｓｅｒａｅ  ，  ｑｕａ















































＞の個所に置かれている解説を御参照下さい。     
 
（１）「法律（法）の措置は、人の措置よりもいっそう衡平に適ってい
る。）（Ａｅｑｕｉｏｒ  ｅｓｔ  ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏ  ｌｅｇｉ
ｓ  ｑｕａｍ  ｈｏｍｉｎｉｓ  ．）   
（２）「債権者が、自身の物を扱うようにして、他人の物を扱う、とい
うことは、極めて衡平に適ったことと見られた。」（Ａｅｑｕｉｓｓ
ｉｍｕｍ  ｖｉｓｕｍ  ｅｓｔ  ．  ｃｒｅｄｉｔｏｒｅｍ  ｉｔａ   
ａｇｅｒｅ  ｒｅｍ  ｄｅｂｉｔｏｒｉｓ  ｕｔ  ｓｕａｍ  ａｇｅ
ｒｅｔ  ．）  
（３）「相殺の衡平さは、利息の計算を排除する。」（Ａｅｑｕｉｔａ
ｓ  ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎｉｓ  ｕｓｕｒａｒｕｍ  ｅｘｃｌｕ
ｄｉｉｔ  ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎｅｍ  ．）  
（４）「衡平は、欠陥を補う。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｄｅｆｅｃｔｕ
ｓ  ｓｕｐｐｌｅｔ  ．）  
（５）「衡平は、過誤を修復する。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｅｒｒｏｒ
ｉｂｕｓ  ｍｅｄｅｔｕｒ  ．）    
（６）「衡平は、法律（法）が一般的に制定された関係で、部分的に欠
陥を示す、正しい法律（法）の修正である。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｅ
ｓｔ  ｃｏｒｒｅｃｔｉｏ  ｊｕｓｔａｅ  ｌｅｇｉｓ  ｑｕａ  ｐ
ａｒｔｅ  ｄｅｆｉｃｉｔ  ，  ｑｕｏｄ  ｇｅｎｅｒａｔｉｍ  ｌ




ｓｔ  ｐｅｒｆｅｃｔａ  ｑｕａｅｄａｍ  ｒａｔｉｏ  、  ｑｕａ
ｅ  ｊｕｓ  ｓｃｒｉｐｔｕｍ  ｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｕｒ  ｅｔ  
ｅｍｅｎｄａｔ  ；  ｎｕｌｌａ  ｓｃｒｉｐｔｕｒａ  ｃｏｍｐｒ
ｅｈｅｎｓａ  ．ｓｅｄ  ｓｏｌｕｍ  ｉｎ  ｖｅｒａ  ｒａｔｉｏ
ｎｅ  ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｓ  ．）  
（８）「衡平は、法から多くのものを軽減するものである。」（Ａｅｑ
ｕｉｔａｓ  ｅｓｔ  ｑｕａｅ  ｄｅ  ｊｕｒｅ  ｍｕｌｔｕｍ  ｒ
ｅｍｉｔｔｉｔ  ．）    
（９）「衡平は、いわば均等のようなものである。」（Ａｅｑｕｉｔａ
ｓ  ｅｓｔ  ｑｕａｓｉ  ａｅｑｕａｌｉｔａｓ  ．）  （イギリス
の法格言）   
（１０）「衡平は、意思の力であり、法律（法）が、一般性を帯びてい
ることのために、欠陥を示すことの、修正者である。」（Ａｅｑｕｉ
ｔａｓ  ｅｓｔ  ｖｉｒｔｕｓ  ｖｏｌｕｎｔａｔｉｓ  ，ｃｏｒｒ
ｅｃｔｒｉｘ  ｅｊｕｓ  ，  ｑｕｏ  ｌｅｘ  ｐｒｏｐｔｅｒ  ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌｉｔａｔｅｍ  ｄｅｆｉｃｉｔ  ．）（Ｇｒｏｔｉ
ｕｓ，Ｄｅ  Ａｅｑｕｉｔａｔｅ，  Ｃ．１，Ｓ２  ）  
（１１）「衡平（衡平法）は、なされることが必要であったことがなさ
れたものと，扱う。」  （Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｆａｃｔｕｍ  ｈａｂ
ｅｔ  ，  ｑｕｏｄ  ｆｉｅｒｉ  ｏｐｏｒｔｕｉｔ  ．）    
  
（１２）「衡平は、不知を助けるが、しかし、不注意を同じように助け
ることは，ない。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｉｇｎｏｒａｎｔｉａｅ  ｏ
ｐｉｔｕｌａｔｕｒ   ，  ｏｓｃｉｔａｎｔｉａｅ  ｎｏｎ  ｉｔ
ｅｍ  ．）     
（１３）「衡平は、同等の事案において同等の法が適用されることを，
求める。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｉｎ  ｐａｒｉｂｕｓ  ｃａｕｓｉ
ｓ  ｐａｒｉａ  ｊｕｒａ  ．）  
（１４）「衡平は、物の性質を変更しない。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｎ
ａｔｕｒａｍ  ｒｅｉ  ｎｏｎ  ｍｕｔａｔ  ．）  
（１５）「衡平は、他の人を侵害してまでは、誰も助けない。」（Ａｅ
ｑｕｉｔａｓ  ｎｅｍｉｎｅｍ  ｊｕｖａｔ  ｃｕｍ  ｉｎｊｕｒｉ
ａ  ａｌｔｅｒｉｕｓ  ．）   
（１６）［衡平は，人に対して作用する。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ａｇ
ｉｔ  ｉｎ  ｐｅｒｓｏｎａｍ  ．）  
（１７）「衡平は、法を作らないが、しかし、法を助ける。」（Ａｅｑ
ｕｉｔａｓ  ｎｏｎ  ｆａｃｉｔ  ｊｕｓ  ，  ｓｅｄ  ｊｕｒｉ  
ａｕｘｉｌｉａｔｕｒ．）  
（１８）「衡平は、ある人が同時に同一のことを二重の方法で追求する
ことを、許さない。」（Ａｅｑｕｉｔｓ  ｎｏｎ  ｓｉｎｉｔ  ， ｕ
ｔ  ｅａｎｄｅｍ  ｒｅｍ  ｄｕｐｌｉｃｉ  ｖｉａ  ｓｉｍｕｌ  
ｑｕｉｓ  ｐｅｒｓｅｑｕａｔｕｒ  ．）  
（１９）「衡平は、厳格さよりも上位に置かれる。」（Ａｅｑｕｉｔａ
ｓ  ｐｒａｅｆｅｒｔｕｒ  ｒｉｇｏｒｉ  ．）  
（２０）「衡平は、決して法律（法）に逆らわない。」（Ａｅｑｕｉｔ
ａｓ  ｎｕｍｑｕａｍ  ｃｏｎｔｒａｖｅｎｉｔ  ｌｅｇｉ  ．）  
（２１）「衡平は、質入れされた物の請戻しに，有利に働く。」（Ａｅ
ｑｕｉｔａｓ  ｒｅｉ  ｏｐｐｉｇｎｅｒａｔａｅ  ｒｅｄｅｍｐｔ
ｉｏｎｉｂｕｓ  ｆａｖｅｔ  ．）   
（２２）「衡平は、物の形式や状況をあまり気にかけずに、物それ自体
を，観察する。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｒｅｍ  ｉｐｓａｍ  ｉｎｔ
ｕｅｔｕｒ  ｄｅ  ｆｏｒｍａ  ｅｔ  ｃｉｒｃｕｍｓｔａｎｔｉｉ
ｓ   ｍｉｎｕｓ  ａｎｘｉａ  ．）  
（２３）「衡平は、法律（法）の後に続く。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｓ
ｅｑｕｉｔｕｒ  ｌｅｇｅｍ  ．）  
（２４）「衡平は、余分なものを嫌悪する。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｓ
ｕｐｅｒｖａｃｕａ  ｏｄｉｔ  ．）   
（２５）「衡平は、過失を修復する。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｅｒｒｏ
ｒｉｂｕｓ  ｍｅｄｅｔｕｒ  ．）  
（２６）「衡平は、妻、子、債権者に，とりわけ有利な扱いをする。」
（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｕｘｏｒｉｂｕｓ  ，  ｌｉｂｅｒｉｓ   ，  
ｃｒｅｄｉｔｏｒｉｂｕｓ  ｍａｘｉｍｅ  ｆａｖｅｔ  ．）  
（２７） 「衡平は、あらゆる方法によって、真実に到達することを望
む。」（Ａｅｑｕｉｔａｓ  ｖｕｌｔ  ｏｍｎｉｂｕｓ  ｍｏｄｉｓ  
ａｄ  ｖｅｒｉｔａｔｅｍ  ｐｅｒｖｅｎｉｒｅ  ．）  
（２８）「ある人の利益に係わりあった人が，損失にも係わることは、
衡平である。」（Ａｅｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ｕｔ  ｃｕｊｕｓ  ｐａｒ
  
ｔｉｃｉｐａｖｉｔ  ｌｕｃｒｕｍ  ｐａｒｔｉｃｉｐｅｔ  ｅｔ  
ｄａｍｎｕｍ  ．）  
（２９）「衡平と善は、諸法律（諸法）の中の筆頭の法律（法）である。」
（Ａｅｑｕｕｍ  ｅｔ  ｂｏｎｕｍ  ｅｓｔ  ｌｅｘ  ｌｅｇｕｍ  ．） 
（３０）「衡平な仲裁は、各人に彼自身のものを与える。」（Ａｒｂｉ
ｔｒａｍｅｎｔｕｍ  ａｅｑｕｕｍ  ｔｒｉｂｕｉｔ  ｃｕｉｑｕｅ  
ｓｕｕｍ  ．）  
（３１） 「仲裁裁定は、衡平および善に従った、有能な人の判断であ
る。」（Ａｒｂｉｔｒｉｕｍ  ｅｓｔ  ｊｕｄｉｃｉｕｍ  ｂｏｎｉ  
ｖｉｒｉ  ｓｅｃｕｎｄｕｍ  ａｅｑｕｕｍ  ｅｔ  ｂｏｎｕｍ  ．）  
（３２）「契約において要求される誠意は、最高の衡平を求める。」（Ｂ
ｏｎａ  ｆｉｄｅｓ  ｑｕａｅ  ｉｎ  ｃｏｎｔｒａｃｔｉｂｕｓ  
ｅｘｉｇｉｔｕｒ   ，  ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｓｕｍｍａｍ  ｄ
ｅｓｉｄｅｒａｔ  ．）   
（３３）「有能な裁判官は、善と衡平に従って裁き、そして、衡平を厳
格な法に優先させる。」（Ｂｏｎｕｓ  ｊｕｄｅｘ  ｓｅｃｕｎｄｕ
ｍ  ａｅｑｕｕｍ  ｅｔ  ｂｏｎｕｍ  ｊｕｄｉｃａｔ  ，  ｅｔ  
ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｓｔｒｉｃｔｏ  ｊｕｒｉ  ｐｒａｅｆｅｒ
ｔ  ．）  
（３４）「裁判官は、常に、衡平を見るべきである。（Ｊｕｄｅｘ  ａ
ｅｑｕｉｔｅｔｅｍ  ｓｅｍｐｅｒ  ｓｐｅｃｔａｒｅ  ｄｅｂｅ
ｔ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．１３，４，４，；イギリスの法格言）  
（３５）「裁判官は、常に、衡平を眼前に持つべきである。」（Ｊｕｄ
ｅｘ  ａｎｔｅ  ｏｃｕｌｏｓ  ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ｓｅｍｐｅ
ｒ  ｈａｂｅｒｅ  ｄｅｂｅｔ  ．）（Ｕｐ．Ｄ．１３，４，４；イ
ギリスの法格言）     
（３６）「法の擬制の中には、常に、衡平が現われる。」（Ｉｎ  ｆｉ
ｃｔｉｏｎｅ  ｊｕｒｉｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ａｅｑｕｉｔａｓ  ｅｘ
ｉｓｔｉｔ（ｅｘｓｉｓｔｉｔ）  ．）  
（３７）「法の推定においては、常に、衡平が現われる。」（Ｉｎ  ｐ
ｒａｅｓｕｍｐｔｉｏｎｅ  ｊｕｒｉｓ  ｓｅｍｐｅｒ  ａｅｑｕｉ
ｔａｓ  ｅｘｉｓｔｉｔ  ．）   
（３８）「法においては、何らの不衡平なものも、推定されるべきでは
ない。」（Ｎｕｌｌｕｍ  ｉｎｉｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ｐｒａｅｓｕｍ
ｅｎｄｅｕｍ  ｉｎ  ｊｕｒｅ  ．）    
（３９）「法律（法）の擬制は、ある人に，損害あるいは侵害を不衡平
に生じさせる。」（Ｆｉｃｔｉｏ  ｌｅｇｉｓ  ｉｎｉｑｕｅ  ｏｐ
ｅｒａｔｕｒ  ａｌｉｃｕｉ  ｄａｍｎｕｍ  ｖｅｌ  ｉｎｊｕｒｉ
ａｍ  ．）  
（４０）「法学者は、衡平の基準である。」（Ｊｕｒｉｓ  ｐｅｒｉｔ
ｕｓ  ｅｓｔ  ｒｕｇｕｌａ  ａｅｑｕｉｔａｔｉｓ  ．）  
（４１）「法と衡平は、諸国家の鎖である。」（Ｊｕｓ  ｅｔ  ａｅｑ
ｕｉｔａｓ  ｃｉｖｉｔａｔｕｍ  ｖｉｎｃｕｌａ  ．）   
（４２）「法は、衡平を尊重する。」（Ｊｕｓ  ｒｅｓｐｉｃｉｔ  ａ
ｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ．）    
  
（４３）「法律（法）は衡平を喜び、また完全なものを求める。 そし
て、これは正義の規範である。」（Ｌｅｘ  ａｅｑｕｉｔａｔｅ  ｇ
ａｕｄｅｔ  ；  ａｐｐｅｔｉｔ  ｐｅｒｆｅｃｔｕｍ  ；  ｅｓｔ  
ｎｏｒｍａ  ｒｅｃｔｉ  ．）   
（４４）「法律（法）は、ときには衡平に従う。」（Ｌｅｘ  ａｌｉｑ
ｕａｎｄｏ  ｓｅｑｕｉｔｕｒ  ａｅｑｕｉｔａｔｅｍ  ．）  
（４５）「法律（法）は、衡平が留まるところで、擬制する。」（Ｌｅ
ｘ  ｆｉｎｇｉｔ  ，  ｕｂｉ  ｓｕｂｓｉｓｔｉｔ  ａｅｑｕｉｔ
ａｓ  ．）  
（４６）「各々のことが、結びあわされた際に用いられたその手段によ
って解消されるほど、衡平に合致するものは、何もない。」（Ｎｉｈ
ｉｌ  ｔａｍ  ｃｏｎｖｅｎｉｅｎｓ  ｅｓｔ  ｎａｔｕｒａｌｉ  
ａｅｑｕｉｔａｔｉ  ，  ｑｕａｍ  ｕｎｕｍｑｕｏｄｑｕｅ  ｄｉ
ｓｓｏｌｖｉ  ｅｏ  ｌｉｇａｍｉｎｅ  ｑｕｏ  ｌｉｇａｔｕｍ  




ｕｉ  ｆｉｔ  ｐｏｐｕｌｕｓ   ，  ｎｅｃ  ｆｅｒｒｅ  ｖｅｔ
ａｔ  ，  ｃｕｍ  ｖｉｄｅｒｉｔ  ｉｐｓｕｍ  ａｕｃｔｏｒｅｍ  
ｐａｒｅｒｅ  ｓｉｂｉ  ．）   
（４８）「すべての事柄において、厳格な法の理よりも、正義並びに衡
平の理が優先することは、一般に認められている。」（Ｐｌａｃｕｉ
ｔ  ｉｎ  ｏｍｎｉｂｕｓ  ｒｅｂｕｓ  ｐｒａｅｃｉｐｕａｍ  ｅ
ｓｓｅ  ｊｕｓｔｉｔｉａｅ  ａｅｑｕｉｔａｔｉｓｑｕｅ  ｑｕａ
ｍ  ｓｔｒｉｃｔｉ  ｊｕｒｉｓ  ｒａｔｉｏｎｅｍ  ．）  
（４９）「衡平の最初の部分は、平等である。」（Ｐｒｉｍａ  ｐａｒ
ｓ  ａｅｑｕｉｔａｔｉｓ  ａｅｑｕａｌｉｔａｓ  ．）   
（５０）「他方の当事者の言分が聴きいれられないままに，あることを
決定した人は、たとえ彼が衡平なことを決定したとしても、まったく
衡平ではなかった。」（Ｑｕｉ  ａｌｉｑｕｉｄ  ｓｔａｔｕｅｒｉ
ｔ  ，  ｐａｒｔｅ  ｉｎａｕｄｉｔａ  ａｌｔｅｒａ  ，  ａｅｑ
ｕｕｍ  ｌｉｃｅｔ  ｓｔａｔｕｅｒｉｔ  ，  ｈａｕｄ  ａｅｑｕ
ｕｓ  ｆｕｅｒｉｔ  ．）  
（５１）  「裁判は、自由なものでなければならない。  なぜならば、
売りものになる裁判よりもいっそう不衡平なものは、何らないからで
ある。」（Ｊｕｓｔｉｔｉａ  ｄｅｂｅｔ  ｅｓｓｅ  ｌｉｂｅｒａ  ， 
ｑｕｉａ  ｎｉｈｉｌ  ｉｎｉｑｕｉｕｓ  ｖｅｎａｌｉ  ｊｕｓｔ
ｉｔｉａ  ．）    
（５２）「大きな先例は、すべて、不衡平なことをいくらか含む。  し
かし、これは公の有用性によって償われる。」（Ｏｍｎｅ  ｍａｇｎ
ｕｍ  ｅｘｅｍｐｌｕｍ  ｈａｂｅｔ  ａｌｉｑｕｉｄ  ｅｘ  ｉｎ
ｉｑｕｏ  、  ｑｕｏｄ  ｐｕｂｌｉｃａ  ｕｔｉｌｉｔａｔｅ  ｃ
ｏｍｐｅｎｓａｔｕｒ  ．）   
（５３）「法における理は、完全な衡平である。」（Ｒａｔｉｏ  ｉｎ
ｊｕｒｅ  ａｅｑｕｉｔａｓ  ｉｎｔｅｇｒａ  ．）  
  
（５４）「もし要式のある部分が欠けている場合に、衡平が求めるとき
には、救済を与えるべきである。」（Ｓｉ  ａｌｉｑｕｉｄ  ｅｘ  ｓ
ｏｌｅｍｎｉｂｕｓ  ｄｅｆｉｃｉａｔ  ，  ｃｕｍ  ａｅｑｕｉｔ
ａｓ  ｐｏｓｃｉｔ  ，  ｓｕｂｖｅｎｉｅｎｄｕｍ  ｅｓｔ  ．）  
．）   
（５５）「衡平を過度に拡大することよりいっそう不衡平なものは、何
もない。」（Ｎｉｈｉｌ  ｉｎｉｑｕｉｕｓ  ｑｕａｍ  ａｅｑｕｉ
ｔａｔｅｍ  ｎｉｍｉｓ  ｉｎｔｅｎｄｅｒｅ  ．）  
（５６）「過酷さは、不衡平に極めて近い。」（Ｉｎｉｑｕｉｔａｔｉ  
ｐｒｏｘｉｍａ  ｅｓｔ  ｓｅｖｅｒｉｔａｓ  ．）（Ｐｓｅｕｄｏ
－Ｓｅｎｅｃａ，Ｄｅ  Ｍｏｒ．９５；イギリスの法格言）  
（５７）「私たちは、不衡平な法律（法）を是認する。」（Ｌｅｇｅｍ  




（Ｅｕｍ， ｑｕｉ  ｎｏｃｅｎｔｅｍ  ｉｎｆａｍａｒｉｔ  、 ｎ
ｏｎ  ｅｓｔ  ａｅｑｕｕｍ  ｅｔ  ｂｏｎｕｍ  ｏｂ  ｅａｍ  ｒ
ｅｍ  ｃｏｎｄｅｍｎａｒｉ  ；  ｄｅｌｉｃｔａ  ｅｎｉｍ  ｎｏ
ｃｅｎｔｉｕｍ  ｎｏｔａ  ｅｓｓｅ  ｏｐｏｒｔｅｔ  ｅｔ  ｅｘ
ｐｅｄｉｔ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．４７，１０，１８ｐｒ．）  
（５９）「一方で交易を許し、他方でそれを禁止するのは、不衡平であ
る。」（Ｉｎｉｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ａｌｉｏｓ  ｐｅｒｍｉｔｔｅｒ
ｅ  ， ａｌｉｏｓ  ｉｎｈｉｂｅｒｅ  ｍｅｒｃａｔｕｒａｍ  ．）  
（６０）「衡平法の法廷は、正義の工房である。」（Ｃｕｒｉａ  ｃａ
ｎｃｅｌｌａｒｉａｅ  ｏｆｆｉｃｉｎａ  ｊｕｓｔｉｔｉａｅ  ．） 
（６１） 「ある人が市民法上拘束される、ということはしばしば生ず
るが、しかし、彼が裁判において有責判決されることは、不衡平であ
る。」（Ｓａｅｐｅ  ａｃｃｉｄｉｔ  ｕｔ  ｑｕｉｓ  ｊｕｒｅ  ｃ
ｉｖｉｌｉ  ｔｅｎｅａｔｕｒ  ，  ｓｅｄ  ｉｎｉｑｕｕｍ  ｓｉ









それは解消される。」（Ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ｑｕｏ  ｑｕｉｄ  ｃ
ｏｎｓｔｉｔｕｉｔｕｒ   ，  ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ｄｅｓｔｒ

























れる。」（Ｕｎｕｍｑｕｏｄｑｕｅ  ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ，  ｑ
ｕｏ  ｃｏｌｌｉｇａｔｕｍ  ｅｓｔ  ，  ｄｉｓｓｏｌｖｉｔｕ
ｒ  ．）（イギリスの法格言）    
（４）「各々の絆は、それが結びあわされる際のその絆を通じて、解か
れる。」（Ｕｎｕｍｑｕｏｄｑｕｅ  ｌｉｇａｍｅｎ  ｄｉｓｓｏｌ
ｖｉｔｕｒ  ｅｏｄｅｍ  ｌｉｇａｍｉｎｅ  ，  ｑｕｏ  ｅｔ  ｌ
ｉｇａｔｕｒ  ．）（イギリスの法格言）  
（５） 「それは、発生するのと同じ方法によって、解消される。」（Ｅ
ｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ｑｕｏ  ｏｒｉｔｕｒ  ，  ｅｏｄｅｍ  ｍｏ
ｄｏ  ｄｉｓｓｏｌｖｉｔｕｒ  ．）（イギリスの法格言）  
（６） 「私たちは、私たちが取得する際に用いるのと同じ方法によっ
て、反対に喪失する。」（Ｑｕｉｂｕｓ  ｍｏｄｉｓ  ａｃｑｕｉｒ
ｉｍｕｓ  ，  ｉｉｓｄｅｍ  ｉｎ  ｃｏｎｔｒａｒｉｕｍ  ａｍｉ
ｔｔｅｍｕｓ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０．１７，１５３）  
（７）「ある法に従って締結されることは、すべて、その反対の法に従
って，解消する。」（Ｏｍｎｉａ  ，  ｑｕａｅ  ｊｕｒｅ  ｃｏｎ
ｔｒａｈｕｎｔｕｒ  ，  ｃｏｎｔｒａｒｉｏ  ｊｕｒｅ  ｐｅｒｅ
ｕｎｔ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．５０，１７，１００）  
（８） 「法は、それが設定される際に用いられるのと同じ方法によっ
て、廃止される。」（Ｊｕｒａ  ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ｄｅｓｔｉ
ｔｕｉｔｕｒ  ｑｕｏ  ｃｏｎｓｔｉｔｕｕｎｔｕｒ．）（Ｕｌｐ．
Ｄ．５０，１７，３５；イギリスの法格言）  
（９）「法に従って合意されたことは、それとは逆の法に従って、消滅
する。」（Ｃｏｎｔｒａｃｔａ  ｊｕｒｅ  ｃｏｎｔｒａｒｉｏ  ｊ
ｕｒｅ  ｐｅｒｅｕｎｔ  ．）  
  
（１０）「私たちは、自身があるものを得る際に用いるのと同じ方法に
よって、その物を失なう。」（Ａｍｉｔｔｉｍｕｓ  ｉｉｓｄｅｍ  ｍ
ｏｄｉｓ  ｑｕｉｂｕｓ  ａｃｑｕｉｒｉｍｕｓ  ．）   
（１１）「すべての事柄は、何であれ、それが生ずる際に原因と成るも
のと同じものを通じて、解消される。」（Ｏｍｎｉｓ  ｒｅｓ  ｐｅ
ｒ  ｑｕａｓｃｕｍｑｕｅ  ｃａｕｓａｓ  ｎａｓｃｉｔｕｒ  ，  
ｐｅｒ  ｅａｓｄｅｍ  ｄｉｓｓｏｌｖｉｔｕｒ  ．）（イギリスの
法格言）  
（１２）「それは、それが結びあわされる際に用いられたその絆を通し
て、解消される。」 （Ｓｏｌｖｉｔｕｒ  ｅｏ  ｌｉｇａｍｉｎｅ   ， 
ｑｕｏ  ｌｉｇａｔｕｒ  ．）（イギリスの法格言）  
（１３）「債務関係の鎖は、それが作りだされる際に慣わしと成ってい
る方法と同じものによって、解かれる。」（Ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ｖ
ｉｎｃｕｌｕｍ  ｏｂｌｉｇａｔｉｏｎｕｍ  ｓｏｌｖｉｔｕｒ  ｑ
ｕｏ  ｑｕａｅｒｉ  ａｄｓｏｌｅｔ  ．）   
（１４）「それは、それが発生する際に用いられれる方法と同じものに
よって、解消される。」（Ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ，  ｑｕｏ  ｑｕ




ことよりも自然なものは、何らない。」（Ｎｉｈｉ  ｔａｍ  ｎａｔ
ｕｒａｌｅ  ｅｓｔ  ，  ｑｕａｍ  ｅｏ  ｇｅｎｅｒｅ  ｑｕｉｄ
ｑｕｅ  ｄｉｓｓｏｌｖｅｒｅ  ，  ｑｕｏ  ｃｏｌｌｉｇａｔｕｍ  
ｅｓｔ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，３５）  
（１６） 「各々ことが結びあわされる際に用いられたその手段によっ
て、それが解かれることほど、自然の衡平さに合致するものは、何も
ない。」（Ｎｉｈｉｌ  ｔａｍ  ｃｏｎｖｅｎｉｅｎｓ  ｅｓｔ  ｎ
ａｔｕｒａｌｉ  ａｅｑｕｉｔａｔｉ  ，  ｑｕａｍ  ｕｎｕｍｑｕ
ｏｄｑｕｅ  ｄｉｓｓｏｌｖｉ  ｅｏ  ｌｉｇａｍｉｎｅ  ，  ｑｕ
ｏ  ｌｉｇａｔｕｍ  ｅｓｔ  ．）（イギリスの法格言）   
（１７）「各々のことが締結されたように、そのように、それが解消も
されるべきである。」（Ｐｒｏｕｔ  ｑｕｉｄｑｕｅ  ｃｏｎｔｒａ
ｃｔｕｍ  ｅｓｔ  ， ｉｔａ  ｅｔ  ｓｏｌｖｉ  ｄｅｂｅｔ  ．）
（Ｐｏｍｐ．Ｄ．４６，３，８０）  
（１８） 「裸の合意による債務関係は、反対の合意によって解消され
る。」（Ｎｕｄｉ  ｃｏｎｓｅｎｓｕｓ  ｏｂｌｉｇａｔｉｏ  ｃｏ
ｎｔｒａｒｉｏ  ｃｏｎｓｅｎｓｕ  ｄｉｓｓｏｌｖｉｔｕｒ  ．）
（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，３５）  
（１９） 「それは、それを義務づけたのと同じ絆を通じて、解消され
る。」（Ｅｏｄｅｍ  ｌｉｇａｍｉｎｅ  、  ｑｕｏ  ｌｉｇａｔｕ





ｕｒ  ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ， ｑｕｏ  ｌｉｇａｔｕｒ  ．）（イ
ギリスの法格言）   
（２１）「あることは、それが結ばれる際に用いられるその方法と同じ
方法によって、解かれる。」（Ｑｕｏｍｏｄｏ  ｑｕｉｄ  ｃｏｌｌ
ｉｇａｔｕｒ  ，  ｅｏｄｅｍ  ｍｏｄｏ  ｄｉｓｓｏｌｖｉｔｕ
ｒ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ，５７，１７，３５；Ｃｉｃｅｒｏ，Ｄｅ  Ｆ
ｉｎｉｂｕｓ，１，５、１５  ；Ｔｅｒ．Ｐｈ．２；イギリスの法格




（１）「負担が係わる人に，利益も係わる。」（Ａｄ  ｑｕｅｍ  ｓｐ
ｅｃｔａｔ  ｏｎｕｓ  ， ｅｔ  ｅｍｏｌｕｍｅｎｔｕｍ  ．）（Ｐ
ａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１０；Ｄａｍａｓｕｓ  Ｒｅｇｕｌａｅ  Ｃ
ａｎｏｎｉｃａｅ，７５）  
（２）「利益は、危険を負担する人に属するべきである。」（Ｃｏｍｍ
ｏｄｕｍ  ｅｊｕｓ  ｅｓｓｅ  ｄｅｂｅｔ  ，  ｃｕｊｕｓ  ｐｅ
ｒｉｃｕｌｕｍ  ｅｓｔ  ．）（Ｉ．Ｊ．３，２３，３：Ｐａｕｌ．
Ｄ．１８，６，７ｐｒ．）  
（３）「利益が属する人に、危険が属する。」（Ｃｕｊｕｓ  ｃｏｍｍ
ｏｄｕｍ   ，  ｅｊｕｓ  ｐｅｒｉｃｕｌｕｍ  ．）  
（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１０）  
（４）「危険を負担する人に、利益が属する。」（Ｃｕｊｕｓ  ｐｅｒ
ｉｃｕｌｕｍ   ，  ｅｊｕｓ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．）  
（５）「ある人がある他の人を通じて利益を得る場合は、前者は後者の
行為に責を負うべきである。」（Ｅｘ  ｑｕａ  ｐｅｒｓｏｎａ  ｑ
ｕｉｓ  ｌｕｃｒｕｍ  ｃａｐｉｔ   ，  ｅｊｕｓ  ｆａｃｔｕｍ  
ｐｒａｅｓｔａｒｅ  ｄｅｂｅｔ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，
１４９）  
（６）「利益があるところに、そこに、負担がある。」（Ｕｂｉ  ｅｍ
ｏｌｕｍｅｎｎｔｕｍ   ， ｉｂｉ  ｏｎｕｓ  ．）（Ｉ．Ｊ．１，
１７）  
（７）「負担を引きうける人は、利益を受けるべきであり、逆もまた，
同様である。」（Ｑｕｉ  ｓｅｎｔｉｔ  ｏｎｕｓ  ，  ｄｅｂｅｔ  
ｓｅｎｔｉｒｅ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ，  ｅｔ  ｃｏｎｔｒａ  ．）
（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１０；イギリスの法格言）  
（８）「ある物の不利益が付きまとう人に，その物の利益が付きしたが
うのは、自然に従っている。」（Ｓｅｃｕｎｄｕｍ  ｎａｔｕｒａｍ  
ｅｓｔ  ｃｏｍｍｏｄａ  ｃｕｊｕｓｑｕｅ  ｒｅｉ  ｅｕｍ  ｓｅ
ｑｕｉ  ｑｕｅｍ  ｓｅｑｕｅｎｔｕｒ  ｉｎｃｏｍｍｏｄａ  ．）
（Ｐａｉｌ．Ｄ．５０，１７，１０    
（９）「危険があるところに、そこに、利益がある。」（Ｕｂｉ  ｐｅ





ｒｉｃｕｌｕｍ   ．  ｅｉｕｓ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．）  
（１１）「利益が属する人に、危険がある。」（Ｃｕｊｕｓ  ｃｏｍｍ
ｏｎｄｕｍ   ， ｅｊｕｓ  ｐｅｒｉｃｕｌｕｍ  ．）（Ｐａｕｌ．
Ｄ．５０，１７，１０）  
（１２）「利益を持つ人が、負担を負うべきである。」（Ｑｕｉ  ｈａ
ｂｅｔ  ｃｏｍｍｏｄａ  ，  ｆｅｒｒｅ  ｄｅｂｅｔ  ｏｎｅｒ
ａ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１０）  
（１３）「利益が属する人に、不利益が属するべきである。」（Ｃｕｊ
ｕｓ  ｅｓｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ   ，  ｅｊｕｓ  ｄｅｂｅｔ  ｅ
ｓｓｅ  ｉｎｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，
１０）   
（１４）「不利益は、利益が属する人に、属する。」（Ｃｕｊｕｓ  ｃ
ｏｍｍｏｄａ   ，  ｅｊｕｓ  ｉｎｃｏｍｏｄａ  ．）  
（１５）「ある人の利益に係わった人が損失にも係わることは、衡平で
ある。」（Ａｅｑｕｕｍ  ｅｓｔ  ｕｔ  ｃｕｊｕｓ  ｐａｒｔｉｃ
ｉｐｅｔ  ｅｔ  ｄａｍｎｕｍ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．１７，２，５５）  
（１６） 「ある人の利益に係わった人が、損失にも係わるよう。」（Ｃ
ｕｊｕｓ  ｐａｒｔｉｃｉｐａｖｉｔ  ｌｕｃｒｕｍ，  ｐａｒｔｉ
ｃｉｐｅｔ  ｅｔ  ｄａｍｎｕｍ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．１７，２，５
５  
（１７）「利益を得る人は、負担も引きうけるべきである。」（Ｑｕｉ  
ｓｅｎｔｉｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ   ，  ｓｅｎｔｉｒｅ  ｄｅｂｅ
ｔ  ｅｔ  ｏｎｕｓ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０，１７，１０；イギ
リスの法格言）  
（１８）「負担を引きうける人は、利益を受けるべきであり、逆もまた、
同様である。」  （Ｑｕｉ  ｓｅｎｔｉｔ  ｏｎｕｓ  ，  ｓｅｎｔ
ｉｒｅ  ｄｅｂｅｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ｅｔ  ｃｏｎｔｒａ  ．）
（Ｐａｕｌ．Ｄ．５０．１７．１０；Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，
３，５５；イギリスの法格言）   
（１９）「定める権限を持つ人が、止める権限を持つ。」（Ｅｊｕｓ  ｅ
ｓｔ  ｄｅｓｔｉｔｕｅｒｅ  ｃｕｊｕｓ  ｉｎｓｔｉｔｕｅｒ
ｅ  ．）  
（２０）［与えられることの出来た利益は、取りあげられることが出来
る。」（Ｄａｒｉ  ｂｏｎｕｍ  ｑｕｏｄ  ｐｏｔｕｉｔ   ，  ａ
ｕｆｅｒｒｉ  ｐｏｔｅｓｔ  ．）（Ｓｙｒｕｓ，Ｓｅｎｔｅｎｔｉ
ａｅ，１８４）   
（２１）「与える権限を持つ人に、それを処分する権限が属する。」（Ｃ
ｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄａｒｅ   ，  ｅｊｕ  ｅｓｔ  ｄｉｓｐｏｎ
ｅｒｅ  ．）（イギリスの法格言）  
（２２）「制定する権限を持つ人、全面的に廃止する権限が属する。」
（Ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｉｎｓｔｉｔｕｅｒｅ   ， ｅｊｕｓ  ｅｓ
ｔ  ａｂｒｏｇａｒｅ  ．）（イギリスの法格言）  
（２３）「法律（法）を作ることが出来る人が、法律（法）を撤廃する
ことが出来る。］  （Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｔｏｌｌｅｒｅ  ｌｅｇｅ
ｍ   、  ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｃｏｎｄｅｒｅ  ．）  
  
（２４）「与える権限を持つ人は、処分する権限を持つ。」（Ｃｕｊｕ
ｓ  ｅｓｔ  ｄａｒｅ   ，  ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄｉｓｐｏｎｅｒ
ｅ  ．）（イギリスの法格言）  
（２５）「法律（法）を制定することが出来る人は、それを全面的に廃
止することが出来る。」（Ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｃｏｎｄｅｒｅ  ｌ
ｅｇｅｍ   ，  ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ａｂｒｏｇａｒｅ  ．）  
（２６）「所有権あるいは利益を持つ人に、危険が属する。」（Ｅｊｕ
ｓ  ｅｓｔ  ｐｅｒｉｃｕｌｕｍ   ，  ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄｏ
ｍｉｎｉｕｍ  ａｕｔ  ｉｎｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．）」（Ｐａｕｌ．
Ｄ．５０，１７，１０；イギリスの法格言）  
（２７）「所有権が属する人に、危険が属する。」（Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  
ｐｅｒｉｃｕｌｕｍ   ，  ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｄｏｍｉｎｉｕｍ  
ａｕｔ  ｃｏｍｍｏｄｕｍ  ．）（Ｐａｕｌ． .D．５０，１７，１０；
イギリスの法格言）  
（２８）「望まないでいることは、望むことが出来る人だけに可能なこ
とである。」（Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｎｏｌｌｅ   ，  ｑｕｉ  ｐｏ
ｔｅｓｔ  ｖｅｌｌｅ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，３）   
（２９ )「定める権限を持つ人は，止める権限を持つ．」（Ｅｊｕｓ  ｅ
ｓｔ  ｄｅｓｔｉｔｕｅｒｅ   ，  ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｉｎｓｔ
ｉｔｕｅｒｅ  ．）  
（３０）「法律（法）を作ることが出来る人が、それを撤廃することが
出来る。」（Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ｔｏｌｌｅｒｅ  ｌｅｇｅｍ   ，  
ｃｕｊｕｓ  ｅｓｔ  ｃｏｎｄｅｒｅ  ．）  
（３１）「訴権を拒絶することは、それを付与することも出来る人にだ
け、出来ることである。」（Ｅｊｕｓ  ｅｓｔ  ａｃｔｉｏｎｅｍ  ｄ
ｅｎｅｇａｒｅ   ，  ｑｕｉ  ｐｏｓｓｉｔ  ｅｔ  ｄａｒｅ  ．）
（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，１０２，１）   
（３２）「婚姻の負担が存在するところには、嫁資が存在するべきであ
る。」（Ｉｂｉ  ｄｏｓ  ｅｓｓｅ  ｄｅｂｅｔ  ，  ｕｂｉ  ｏｎ
ｅｒａ  ｍａｔｒｉｍｏｎｉｉ  ｓｕｎｔ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．２，
４，５）  
（３３）「婚姻の負担のあるところでは、嫁資がある。」（Ｕｂｉ  ｍ






（Ｆｉｄｅｍ  ｎｏｎ  ｓｅｒｖａｎｔｉ  ｆｉｄｅｓ  ｓｅｒｖａ




から求めても、無益である。」（Ｆｒｕｓｔｒａ  ｓｉｂｉ  ｆｉｄ
ｅｍ  ｑｕｉｓ  ｐｏｓｔｕｌａｔ  ａｂ  ｅｏ  ｓｅｒｖａｒｉ  ， 
ｃｕｉ  ｆｉｄｅｍ  ａ  ｓｅ  ｐｒａｅｓｔｉｔａｍ  ｓｅｒｖａ
  
ｒｅ  ｒｅｃｕｓａｔ  ．）（Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，１３，
７５）  
（３）  「約束を守らない人には、約束が守られる必要はない。」    
（Ｉｎａｄｉｍｐｌｅｎｔｉ  ｎｏｎ  ｅｓｔ  ａｄｉｍｐｌｅｎｄ





無益である。」（Ｆｒｕｓｔｒａ  ｌｅｇｉｓ  ａｕｘｉｌｉｕｍ  ｑ
ｕａｅｒｉｔ  ，  ｑｕｉ  ｉｎ  ｌｅｇｅｍ  ｃｏｍｍｉｔｔｉ
ｔ  ．）（イギリスの法格言））     
（２）「法律（法）自体を覆すことを企てる人が、法律（法）の利益を
失なうのは、当然である。」（Ｍｅｒｉｔｏ  ｂｅｎｅｆｉｃｉｕｍ  
ｌｅｇｉｓ  ａｍｉｔｔｉｔ   ，  ｑｕｉ  ｌｅｇｅｍ  ｉｐｓａ
ｍ  ｓｕｂｖｅｒｔｅｒｅ  ｉｎｔｅｎｄｉｔ  ．）（イギリスの法
格言）  
（３）「自身の恥辱を申したてる人は、聴きいれられるべきではない。」
（Ａｌｌｅｇａｎｓ  ｓｕａｍ  ｔｕｒｐｉｔｕｄｉｎｅｍ  ｎｏｎ  
ｅｓｔ  ａｕｄｉｅｎｄｕｓ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．１２．３．３８；
イギリスの法格言）  
（４）「誰も、自身の恥辱を申したてるときには、聴かれないよう。」
（Ｔｕｒｐｉｔｕｄｉｎｅｍ  ｓｕａｍ  ａｌｌｅｇａｎｓ  ｎｅｍ
ｏ  ａｕｄｉａｔｕｒ  ．）（Ｐａｕｌ．Ｄ．２．１４．２７．４；
Ｃ．Ｊ．４，３０）  
（５）「恥づべき原因からは、訴権は生じない。」（Ｅｘ  ｔｕｒｐｉ  
ｃａｕｓａ  ｎｏｎ  ｏｒｉｔｕｒ  ａｃｔｉｏ  ．）（Ｇａｉ．Ｄ．
２５，２，２：Ｃ．Ｊ．４，７，５；イギリスの法格言）  
（６）不法な合意からは、訴権は生じない。」（Ｅｘ  ｐａｃｔｏ  ｉ
ｌｌｉｃｉｔｏ  ｎｏｎ  ｏｒｉｔｕｒ  ａｃｔｉｏ  ．）  
（７）「矛盾することを申したてる人の言分は、聴きいれられるべきで
はない。」（Ａｌｌｅｇａｎｓ  ｃｏｎｔｒａｒｉａ  ｎｏｎ  ｓｕ
ｎｔ  ａｕｄｉｅｎｄｕｓ  ．）（イギリスの法格言）  
（８）「被告に許されないことは、原告に許されるべきではない。」（Ｎ
ｏｎ  ｄｅｂｅｔ  ａｃｔｏｒｉ  ｌｉｃｅｒｅ  ，  ｑｕｏｄ  ｒ
ｅｏ  ｎｏｎ  ｐｅｒｍｉｔｔｉｔｕｒ  ．）（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，
１７，４１ｐｒ．）  
（９）「被告に許されたものと成っていないことは、原告にも許されな
い。」（Ｎｏｎ  ｌｉｃｅｔ  ａｃｔｏｒｉ   ，  ｑｕｏｄ  ｒｅ
ｏ  ｌｉｃｉｔｕｍ  ｎｏｎ  ｅｘｉｓｔｉｔ（ｅｘｓｉｓｔｔ） ．）
（Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，１３，３２）  
（１０）「不正に牢獄に監禁された人は、罰せられずに逃亡することが
出来る。」（Ｉｎｊｕｓｔｅ  ｄｅｔｅｎｔｕｓ  ｉｎ  ｃａｒｃｅ








（Ｉｎｊｕｒｉａ  ｉｎｊｕｒｉａｍ  ｃｏｈｉｂｅｒｅ  ｌｉｃｅ
ｔ  ．）   
（１３） 「いっそう先に悪事を行なう人に対して君が悪事を行なって
も、罰せられない。」  （Ｉｍｐｕｎｅ  ｐｅｃｃｅｓ  ｉｎ  ｅｕ
ｍ   ，  ｑｕｉ  ｐｅｃｃａｔ  ｐｒｉｏｒ  ．）（Ｓｙｒｕｓ，
Ｓｅｎｔｅｎｔｉａｅ，３５４）  
（１４）「誰に利益になったか？」（Ｃｕｉ  ｂｏｎｏ  ？）（Ｃｉｃ






痛を癒すものである。」（Ｌａｅｓｏ  ｄｏｌｏｒｉｓ  ｒｅｍｅｄ
ｉｕｍ  ｉｎｉｍｉｃｉ  ｅｓｔ  ｄｏｌｏｒ  ．）（Ｓｙｒｕｓ，
Ｓｅｎｔｅｎｔｉａｅ，４２０）  
（２）「加害者の身に加害と類似の加罰が結果として生ずるというこの
ことは、自然と法律（法）によって定められた。」（Ｈｏｃ  ｅｔ  ｎ
ａｔｕｒａ  ｅｔ  ｌｅｇｅ  ｉｎｓｔｉｔｕｔｕｍ  ，  ｕｔ  ｌ




ｅｎｔｅｍ  ｓｅｑｕｉｔｕｒ  ．）  
（４）「刑罰は、賠償への償いである。」（Ｐｏｅｎａ  ｅｓｔ  ｎｏ

















大切である。」（Ｉｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  、  




る。」（Ｉｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ｓｕｐｒｅ
ｍａ  ｈｏｍｉｎｕｍ  ｔｅｓｔａｍｅｎｔａ  ｒａｔａ  ｈａｂｅ
ｒｉ  ．）（Ｍａｅｃ．Ｄ．４０，５，４２；イギリスの法格言）  
（３）「ある人が自身のものを悪く用いないことは、国家にとって大切
である。」（Ｉｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ，  ｎ
ｅ  ｓｕａ  ｑｕｉｓ  ｍａｌｅ  ｕｔａｔｕｒ  ．）（Ｇａｉ．Ｉ，
１，５３；イギリスの法格言）  
（４）「すべての人が自身のものをよく用いることは、国家にとって大
切である。」（Ｉｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ｕｔ  
ｑｕｉｌｉｂｅｔ  ｒｅ  ｓｕａ  ｂｅｎｅ  ｕｔａｔｕｒ  ．）（Ｇ
ａｉ．Ｉ，１，５３；イギリスの法格言）  
（５） 「訴訟に終わりがあることは、国家にとって大切である。」（Ｉ
ｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ，  ｕｔ  ｓｉｔ  ｆ
ｉｎｉｓ  ｌｉｔｉｕｍ  ．）（Ｎｅｒ．Ｄ．４１３４，１０，５ｐ
ｒ．；イギリスの法格言）  
（６） 「既判物が覆されないことは、国家にとって大切である。」（Ｉ
ｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ｒｅｓ  ｊｕｄｉｃａ
ｔａｓ  ｎｏｎ  ｒｅｓｃｉｎｄｉ  ．）（イギリスの法格言）  
（７）「人の命が守られることは、国家にとって大切である。」（Ｉｎ
ｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ，  ｑｕｏｄ  ｈｏｍｉ
ｎｅｓ  ｃｏｎｓｅｒｖｅｎｔｕｒ  ．）（イギリスの法格言）   
（８）「監獄が安全な状態にあることは、国家にとって大切である。」
（Ｉｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｌｉｃａｅ  ， ｕｔ  ｃａｒｃｅ
ｒｅｓ  ｓｉｎｔ  ｉｎ  ｔｕｔｏ  ．）（イギリスの法格言）  
（９）「平和が王国において保持され、そして、平和に対立するものが、
すべて、注意深く避けられることは、国家にとって大切である。」（Ｉ
ｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅｉ  ｐｕｂｌｉｃａｅ  ，  ｕｔ  ｐａｘ  ｉ
ｎ  ｒｅｇｎｏ  ｃｏｎｓｅｒｖｅｔｕｒ  ，  ｅｔ  ｑｕａｅｃｕ
ｎｑｕｅ  ｐａｃｉ  ａｄｖｅｒｓｅｎｔｕｒ  ．  ｐｒｏｖｉｄｅ  
ｄｅｃｌｉｎｅｎｔｕｒ  ．）（イギリスの法格言）   
（１０）「それは王にとって大切である。」（Ｉｎｔｅｒｅｓｔ  ｒｅ
















ｍｅｔｕｓ  ａｄ  ｏｍｎｅｓ  ，  ｐｏｅｎａ  ａｄ  ｐａｕｃｏ
ｓ  ．）  
（２）「恐怖がすべての人に及ぶようにして、刑罰が少数の人だけに科
せられるよう。」 （Ｐｏｅｎａ  ａｄ  ｐａｕｃｏｓ  ， ｕｔ  ｍ
ｅｔｕｓ  ａｄ  ｏｍｎｅｓ  ｐｅｒｖｅｎｉａｔ  ．）（Ｃ．Ｊ．
９，２７，１）  
（３）「いっそう多くの人が矯正されるように、手続通りに、ただ一人
が滅びる。」（Ｕｔ  ｐｌｕｒｅｓ  ｃｏｒｒｉｇａｎｔｕｒ  ，  ｒ
ｉｔｅ  ｕｎｕｓ  ｐｅｒｉｔ  ．）（Ｓｙｒｕｓ  ，Ｓｅｎｔｅｎ
ｔｉａｅ，９８４）  
（４）「君は、ただ一人の人を罰することに成れば、一〇〇人を矯正す
ることに成るだろう。」（Ｕｎｕｍ  ｃａｓｔｉｇａｂｉｓ  ，  ｃ







だろう。」（Ｑｕｉ  ｓａｎｃｉａｎｔ  ｌｅｇｅｓ   ，  ｍｉｌ
ｌｅ  ｒｅｐｅｒｉｅｓ  ，  ｑｕｉ  ｏｂｓｅｒｖｅｎｔ  ，  ｎ
ｅ  ｕｎｕｍ  ．）   
（６）「一人の目撃証人でも、一〇人の伝聞証人より以上に、力を持つ。」
（Ｐｌｕｓ  ｖａｌｅｔ  ｕｎｕｓ  ｏｃｕｌａｔｕｓ  ｔｅｓｔｉ
ｓ  ，  ｑｕａｍ  ａｕｒｉｔｉ  ｄｅｃｅｍ  ．）（Ｐｌａｕｔｕ
ｓ，Ｔｒｕｃｕｌｅｎｔｕｓ，４８５；イギリスの法格言）  
（７） 「ただ一人の人が守られるところでは、すべての人が安全であ







（Ｌｅｘ  ｓｐｅｃｉａｌｉｓ  ｄｅｒｏｇａｔ  ｌｅｇｉ  ｇｅｎ
ｅｒａｌｉ  ．）  
（２）「一般的な条項は、特別に表示されたものには、関係づけられな
い。」（Ｃｌａｕｓｕｌａ  ｇｅｎｅｒａｌｉｓ  ｎｏｎ  ｒｅｆｅ
ｒｔｕｒ  ａｄ  ｅｘｐｒｅｓｓａ  ．）（イギリスの法格言）   
  
（３）「一般的なものが先行し、特別なものが後に続く。」（Ｇｅｎｅ
ｒａｌｉａ  ｐｒａｅｃｅｄｕｎｔ  ，  ｓｉｎｇｕｌａｒｉａ  ｓ
ｅｑｕｕｎｔｕｒ  ．）（イギリスの法格言）   
（４）「一般的なものは、特別なものを部分的に廃止しない。」（Ｇｅ
ｎｅｒａｌｉａ  ｓｐｅｃｉａｌｉｂｕｓ  ｎｏｎ  ｄｅｒｏｇａ
ｔ  ．）（Ｐａｐ．Ｄ．５０，１７，８０；イギリスの法格言）  
（５）「特別なものは、一般的なものを部分的に廃止する。」（Ｇｅｎ
ｅｒａｌｉｂｕｓ  ｓｐｅｃｉａｌｉａ  ｄｅｒｏｇａｎｔ  ．）（イ
ギリスの法格言）  
（６）「類は種によって部分的に破られる。」（Ｇｅｎｅｒｉ  ｐｅｒ  
ｓｐｅｃｉｅｍ  ｄｅｒｏｇａｔｕｒ  ．）（Ｐａｐ．Ｄ．５０，１
７，８０；Ｌｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，１３，３４）  
（７）「特別なものは、一般的なものを部分的に破るが、一般的なもの
が特別なものを部分的に破ることは、ない。」（Ｓｐｅｃｉａｌｉａ  
ｇｅｎｅｒａｌｉｂｕｓ  ｄｅｒｏｇａｎｔ  ，  ｎｏｎ  ｇｅｎｅ
ｒａｌｉａ  ｓｐｅｃｉａｌｉｂｕｓ  ．）（Ｐａｐ．Ｄ．５０，１
７，８０；イギリスの法格言）   
（８）「いっそう後の一般的な法律（法）は、いっそう前の特別な法律
（法）を部分的に廃止しない。」（Ｌｅｘ  ｐｏｓｔｅｒｉｏｒ  ｇｅ
ｎｅｒａｌｉｓ  ｎｏｎ  ｄｅｒｏｇａｔ  ｐｒｉｏｒｉ  ｓｐｅｃ
ｉａｌｉ  ．）   
（９）「特別な証明は、一般的な証明に優越する。」（Ｐｒｏｂａｔｉ
ｏ   ｓｐｅｃｉａｌｉｓ   ｐｒａｅｖａｌｅｔ   ｇｅｎｅｒａ
ｌｉ  ．）  
（１０） 「特別な委任は、一般的な委任を部分的に解消させる。］（Ｍ
ａｎｄａｔｕｍ  ｓｐｅｃｉａｌｅ  ｄｅｒｏｇａｔ  ｇｅｎｅｒａ
ｌｉ  ．）  
（１１）「法律（法）は特別であるが、しかし、その理が一般的である
ときには、法律（法）は一般的に理解されるべきである。」  （Ｑｕ
ａｎｄｏ  ｌｅｘ  ｅｓｔ  ｓｐｅｃｉａｌｉｓ  ，  ｒａｔｉｏ  
ａｕｔｅｍ  ｇｅｎｅｒａｌｉｓ  ，  ｇｅｎｅｒａｌｉｔｅｒ  ｌ
ｅｘ  ｅｓｔ  ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｄａ  ．）    
（１２）「特別なものは、一般的なものに内在する。」（Ｓｐｅｃｉａ





（１）「例外のない原則は、ない。」（Ｎｕｌｌａ  ｒｅｇｕｌａ  ｓ
ｉｎｅ  ｅｘｃｅｐｔｉｏｎｅ  ．）  
（２）「例外も、原則を明示する。」（Ｅｘｃｅｐｔｉｏ  ｑｕｏｑｕ
ｅ  ｒｅｇｕｌａｍ  ｄｅｃｌａｒｅｔ  ．）（イギリスの法格言）   
（３）「例外は、それ自体、すべて、原則である。」（Ｏｍｎｉｓ  ｅ
ｘｃｅｐｔｉｏ  ｅｓｔ  ｉｐｓａ  ｑｕｏｑｕｅ  ｒｅｇｕｌ
ａ  ．）  
  
（４）「例外は、除外されていない事案において、原則を証明する。」
（Ｅｘｃｅｐｔｉｏ  ｐｒｏｂａｔ  ｒｅｇｕｌａｍ  ｄｅ  ｒｅｂ
ｕｓ  ｎｏｎ  ｅｘｃｅｐｔｉｓ  ．）（イギリスの法格言）   
（５）「例外は、除外されていない事案において、原則を確証する。」
（Ｅｘｃｅｐｔｉｏ  ｆｉｒｍａｔ  ｒｅｇｕｌａｍ  ｉｎ  ｃａｓ







（Ｐｒｉｏｒ  ｔｅｍｐｏｒｅ  ｐｏｔｉｏｒ  ｊｕｒｅ  ．）（イギ
リスの法格言）  
（２） 「いっそう前の債権者は、いっそう後の債権者の地位を引きつ
ぐ。」（Ｃｒｅｄｉｔｏｒ  ｐｏｓｔｅｒｉｏｒ  ｉｎ  ｐｒｉｏｒ
ｉｓ  ｃｒｅｄｉｔｏｒｉｓ  ｌｏｃｕｍ  ｓｕｃｃｅｄｉｔ  ．）
（Ｍａｒｃｉ．Ｄ．２０，４，１２，９；Ｃ．Ｊ．８，１８，ｉ）  
（３）「いっそう後の法律（法）は、それと矛盾するいっそう前の法を
全面的に廃止する。」（Ｌｅｇｅｓ  ｐｏｓｔｅｒｉｏｒｅｓ  ｐｒ








引きよせられるのは、新奇なことではない。」（Ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｎ
ｏｖｕｍ  ，  ｕｔ  ｐｒｉｏｒｅｓ  ｌｅｇｅｓ  ａｄ  ｐｏｓｔ
ｅｒｉｏｒｅｓ  ｔｒａｈａｎｔｕｒ．）Ｐａｕｌ．Ｄ．１．３．２
６：Ｔｅｒｔ．Ｄ．１．３．２７）       
（６） 「後に生ずる婚姻は、先に生じている過ちを取りさる。」（Ｍ
ａｔｒｉｍｏｎｉｕｍ  ｓｕｂｓｅｑｕｅｎｓ  ｔｏｌｌｉｔ  ｐｅ
ｃｃａｔｕｍ  ｐｒａｅｃｅｄｅｎｓ  ．）（イギリスの法格言）   
（７）「いっそう後の法律（法）は、それらが前に法律（法）と対立し
ているのでななければ、いっそう前の法律（法）に関係する。」（Ｐ
ｏｓｔｅｒｉｏｒｅｓ  ｌｅｇｅｓ  ａｄ  ｐｒｉｏｒｅｓ  ｐｅｒ
ｔｉｎｅｎｔ  ， ｎｉｓｉ  ｃｏｎｔｒａｒｉａｅ  ｓｉｎｔ  ．）  
）（Ｐａｕｌ．Ｄ．１，３，２８）              
（８）「当初から効力を持たないことは、後の出来事によって有効とな
ることは出来ない。」（Ｑｕａｅ  ａｂ  ｉｎｉｔｉｏ  ｎｏｎ  ｖ
ａｌｅｎｔ  ，  ｅｘ  ｐｏｓｔｆａｃｔｏ  ｃｏｎｖａｌｅｓｃｅ
ｒｅ  ｎｏｎ  ｐｏｓｓｕｎｔ  ．）（イギリスの法格言）  
（９）「いっそう後の立法者の理は、いっそう前の立法者の理を部分的
に廃止する。」（Ｒａｔｉｏ  ｌｅｇｉｓｌａｔｏｒｉｓ  ｐｏｓｔ
  
ｅｒｉｏｒｉｓ  ｄｅｒｏｇａｔ  ｒａｔｉｏｎｅｍ  ｌｅｇｉｓｌ





ｕｐｉａ  ｖｅｒｂｏｒｕｍ  ｓｕｎｔ  ｊｕｄｉｃｉｓ  ｉｎｄｉ
ｇｎａ  ．）（イギリスの法格言）  
（２）「法律（法）の文言に依拠しながら、法律（法）の意図に反する
行動を取ろうとする人が法律（法）に違反していることは、確かであ
る。」（Ｃｅｒｔｕｍ  ｅｓｔ  ，  ｑｕｏｄ  ｉｓ  ｃｏｍｍｉｔ
ｔｉｔ  ｉｎ  ｌｅｇｅｍ  ，  ｑｕｉ  ｌｅｇｉｓ  ｖｅｒｂａ  
ｃｏｍｐｌｅｃｔｅｎｓ  ｃｏｎｔｒａ  ｌｅｇｉｓ  ｎｉｔｉｔｕ
ｒ  ｖｏｌｕｎｔａｔｅｍ  ．）（Ｃ．Ｊ．１，１４，５ｐｒ．；Ｌ
ｉｂｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，１３，８８）  
（３）「合意においては、それを締結する人の意思が、文言よりもいっ
そう考慮されるべきである。」（Ｉｎ  ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｉｂｕ
ｓ  ｃｏｎｔｒａｈｅｎｔｉｕｍ  ｖｏｌｕｎｔａｓ  ｐｏｔｉｕｓ  
ｑｕａｍ  ｖｅｒｂａ  ｓｐｅｃｔａｎｄａ  ｓｕｎｔ  ．）（Ｐａ
ｐ．Ｄ．５０，１６，２１９；イギリスの法格言）  
（４） 「遺言においては、隠れたかたちの意思は考慮されるべきであ
る。」（Ｉｎ  ｔｅｓｔａｍｅｎｔｉｓ  ｒａｔｉｏ  ｔａｃｉｔａ  
ｎｏｎ  ｄｅｂｅｔ  ｃｏｎｓｉｄｅｒａｒｉ   ，  ｓｅｄ  ｖｅ
ｒｂａ  ｓｏｌｕｍ  ｓｐｅｃｔａｒｉ  ｄｅｂｅｎｔ  ．）  
（５） 「文言と意図とが合致するときには、解釈には余地は存在しな
い。」（Ｑｕａｎｄｏ  ｖｅｒｂａ  ｅｔ  ｍｅｎｓａ  ｎｏｎ  ｃ
ｏｎｇｒｕｕｎｔ   ，  ｎｏｎ  ｅｓｔ  ｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔ
ｉｏｎｉ  ｌｏｃｕｓ  ．）  
（６）「文言は意思に従うべきであって、逆ではない。」（Ｖｅｒｂａ  
ｉｎｔｅｎｔｉｏｎｉ  ， ｅｔ  ｎｏｎ  ｅ  ｃｏｎｔｒａ  ， ｄ
ｅｂｅｎｔ  ｉｎｓｅｒｖｉｒｅ  ．）（イギリスの法格言）   
（７）「文言は、意思の指標である。」（Ｖｅｒｂａ  ｓｕｎｔ  ｉｎ





ｕｒａ  ｐｕｂｌｉｃａ  ａｎｔｅｆｅｒｅｎｄａ  ｐｒｉｖａｔｉ
ｓ  ．）（Ｐａｐ．Ｄ．２，１４，２７，４；イギリスの法格言）  
（２）「公の法（強行法）は、私人の合意によって変更されることは出
来ない。」（Ｊｕｓ  ｐｕｂｌｉｃｕｍ  ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｐ
ａｃｔｉｓ  ｍｕｔａｒｉ  ｎｏｎ  ｐｏｔｅｓｔ  ．）（Ｐａｐ．
Ｄ．２．１４．３８）  
（３）「私的な合意によっては、公の法（強行法）は部分的に廃止され
ることは出来ない。」（Ｐａｃｔｉｓ  ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｊｕ
  
ｒｉ  ｐｉｂｌｉｃｏ  ｄｅｒｏｇａｔｕｒ  ．）（Ｐａｐ．Ｄ．２．
１４．３８；イギリスの法格言）  
（４）「私人の合意は、公の法（強行法）を部分的に廃止することは出
来ない。」（Ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ  ｊｕｒｉ  
ｐｕｂｌｉｃｏ  ｎｏｎ  ｄｅｒｏｇａｔ  ．）  （Ｕｌｐ．Ｄ．５
０．１７．４５，１；イギリスの法格言）  
（５）「公の有用性は、私的な有用性に優先させられるべきである。」
（Ｕｔｉｌｉｔａｓ  ｐｕｂｌｉｃａ  ｐｒｉｖａｔａｅ  ｐｒａｅ
ｆｅｒｒｉ  ｄｅｂｅｔ  ．）  
（６）「公的な緊要は、私的な要素よりも、大きい。」（Ｎｅｃｅｓｓ





（Ｉｎ  ｐｕｂｌｉｃｉｓ  ｎｉｈｌｌ  ｅｓｔ  ｌｅｇｅ  ｇｒａ
ｖｉｕｓ  ；  ｉｎ  ｐｒｉｖａｔｉｓ  ｆｉｒｍｉｓｓｉｍｕｍ  
ｅｓｔ  ｔｅｓｔａｍｅｎｔｕｍ  ．）（Ｃｉｃｅｒｏ，Ｐｈｉｌ．
２，４２，１０９）  
（８）「私的な利益は、公的な利益に屈する。」（Ｐｒｉｖａｔｕｍ  ｃ
ｏｍｍｏｄｕｍ  ｐｕｂｌｉｃｏ  ｃｅｄｉｔ  ．）（イギリスの法
格言）  
（９）「私的な不利益は、公的な利益によって償われる。」（Ｐｒｉｖ
ａｔｕｍ  ｉｎｃｏｍｍｏｄｕｍ  ｐｕｂｌｉｃｏ  ｂｏｎｏ  ｐｅ
ｎｓａｔｕｒ  ．）（Ｃ．Ｊ．１２，１６２，３；イギリスの法格言）  
（１０）「公の利益は、私的な利益よりも優先されるべきである。」（Ｐ
ｕｂｌｉｃｕｍ  ｂｏｎｕｍ  ｐｒｉｖａｔｏ  ｅｓｔ  ｐｒａｅｆ
ｅｒｅｎｄｕｍ  ．）  
（１１）「公法は、ローマ国家の状況に関係するものであり、他方で、
私法は、個人の利益に関係するものである。」（Ｐｕｂｌｉｃｕｍ  ｊ
ｕｓ  ｅｓｔ  ，  ｑｕｏｄ  ａｄ  ｓｔａｔｕｍ  ｒｅｉ  Ｒｏｍ
ａｎａｅ  ｓｐｅｃｔａｔ  ； ｐｒｉｖａｔｕｍ  ， ｑｕｏｄ  ａ
ｄ  ｓｉｎｇｕｌｏｒｕｍ  ｕｔｉｌｉｔａｔｅｍ  ．）（Ｕｌｐ，




























です）。   
このシリーズにおいて、個人的な分析を試みる際に特に利用させて頂
いた書物は、以下のものです。  ①  「足利事件」については、「訊
問の罠―足利事件の真実」（菅家利和・佐藤博史：二〇〇九年）、及
び、「冤罪・足利事件―「らせんの真実」を追った四〇〇日」（下野























































































が多い、ということです。  「所変われば、品変わる。」ですね。  
 
   













































されました。  これが「連続幼女殺人事件」の第二例です。  菅谷氏
が再逮捕された第一例のケースとは異なって、これについては再々逮
捕までは進みませんでしたが、書類送検はなされています。  後に、
























































































































































































































と成りました。  「嫌疑不十分」がその事由です。  まったく仮定の
話ですが、これらの事件が足利事件と併せて追及され、有罪判決が出
  




































































＜２２＞  七月八日・・・・菅家氏は、東京高裁に控訴します。  す
でに、「ＤＮＡ鑑定と刑事弁護」という論文を専門誌に発表しており、
ＤＮＡ鑑定に知識を持つ佐藤弁護士が、国選弁護人に代わって、就任



























































































































































































































































































































































































③  次のテーマは「ＤＮＡ鑑定」の問題です。  世間でよく知られて
いる、Ａ型、Ｂ型というような血液型は、いくらその型の細分化を試
みて厳密に個性化しても、人（たとえば犯人）を特定することまでは、  













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とでしょう。  勤め先の大学に御迷惑は掛けたくないからです。   
 
⑤  偽りの情報を示し、色々な手を駆使して、それを認めるように誘






































































































































































































































































































































































































































































































































































きません。   
ここで、念のために申し上げますが、「再審請求審」と「再審公判」
とは、別の手続です。  後の［１８］に記していますように、再審公


































































































































































































































































































































































































































































































す。」   筆者は、この手の話は、あちこちで聞いたり、裁判官以外
の人が書いていることを読んだりしたことはありますが、ちゃんとし
た元・裁判官が言ったことが、そのまま載せられてい記事にお目にか

































































































































































































































































































































































































































































































































































①  裁判員候補者とされた人・・・五八万一〇六〇名、  ②  裁判員
及び補充裁判員に任命された人・・・四万九四三四名、  ③  判決を
言い渡された人・・・六三九六名、  ④  死刑判決を受けた人・・・
二一名（その内、四名が控訴をせずに、第一審で死刑が確定しました）、
無期懲役刑を受けた人・・・一三四名、無罪判決を獲得した人・・・











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      
 
 
特別版   ＜Ⅱ＞  「約束は守られるべきである（パクタ  スント  セ





















（Ａ）  政治世界における約束  
（Ｂ） 法の世界における「パクタ  スント  セルワンダ。」
論―概論  
（Ｃ）  約束の原点  
（Ｄ）  約束をめぐる世界のことわざ  
（Ｅ）  授業料・入学金返還問題  
（Ｆ） 賃貸借における「敷引き」返還問題、及び、テニス
クラブの「入会金」返還問題  
（Ｇ）  利息制限        
（Ｈ）  生命保険の予定利率引下げ問題  
（Ｉ） 「パクタ  スント  セルワンダ。」原則の資料的系
譜  
（Ｊ）  約束をめぐる責任  
（Ｋ） 「パクタ  スント  セルワンダ。」論に関係する世
界の法格言  
（Ｌ）  法律を守ること  
（Ｍ）  交通問題における約束ごと   






























































































































（Ｂ）法の世界における「パクタ  スント  セルワンダ。」論―概論  
 

























































































す。  ここでは、「パクタ  スント  セルワンダ。」の法理が貫徹さ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（７）改正法の骨子は以下のとおりでした。 ①  予定利率は三％を限
度として引きさげることが出来ます。  ②  一九九六年三月末までに















明るい展望が開けてきました。  まずは一安心ですね。  
 
 
（Ｉ）「パクタ  スント  セルワンダ。」原則の資料的系譜  
  
 
（１） 今回は，＜Ｐａｃｔａ  ｓｕｎｔ  ｓｅｒｖａｎｎｄａ  ．＞ .







（３）純正の古代ローマ法の学説法文には、 ①  ＜Ｐａｃｔｕｍ  ｃ
ｏｎｖｅｎｔｕｍ  ｅｒｉｔ  ｓｅｒｖａｎｄｕｍ  ．＞［合意され
た約束は守られるべきであろう。］（Ｐａｕｌ．Ｄ．２，１４，１３，



















単数中性対格形です。   
＜ｓｅｒｖｏ＞の代わりに、それと同じようなニュアンスを持った動
詞＜ｏｂｓｅｒｖｏ＞［遵守する］を用いた学説法文の例として、＜
Ｐａｃｔａ  ｎｏｎ  ｓｕｎｔ  ｏｂｓｅｒｖａｎｄａ  ．＞［約束
は遵守される必要はない。］（Ｐａｕｌ．Ｄ．２，１４，２７，４）
が、あります。  
























は以下のように成っています。  ＜Ｑｕｉｄ  ｔａｍ  ｃｏｎｇｒｕ
ｕｍ  ｆｉｄｅｉ  ｈｕｍａｎａｅ   ，  ｑｕａｍ  ｅａ  ｑｕａ












































（７）  ＜Ｅｘ  ｐａｃｔｏ  ａｃｔｉｏｎｅｍ  ｎｏｎ  ｎａｓｃ
ｉ  ．＞［合意から訴権が生じないこと］（Ｃ．Ｊ．２，３，１０）、
＜Ｉｎｔｅｒｄｕｍ  ｅｘ  ｐａｃｔｏ  ａｃｔｉｏ  ｎａｓｃｉｔ
ｕｒ  ，  ｑｕｏｔｉｅｎｓ  ｌｅｇｅ  ｖｅｌ  ｓｅｎａｔｕｓ  
ｃｏｎｓｕｌｔｏ  ａｄｊｕｖａｔｕｒ  ．＞［ときには、合意が法
律あるいは元老院議決によって支えられるたびごとに、合意から訴権
が生ずる。］（Ｕｌｐ．Ｄ．２，１４，６）、＜Ｎｕｄａ  ｐａｃｔ
ｉｏ  ｏｂｌｉｇａｔｉｏｎｅｍ  ｎｏｎ  ｐａｒｉｔ  ，  ｓｅｄ  








































































































































（２）（ａ）＜Ｐａｃｔａ  ｄａｎｔ  ｌｅｇｅｍ  ｃｏｎｔｒａｃｔ
ｕｉ  ．＞［合意は契約に法を与える。］（Ｕｌｐ．Ｄ．２，１４，
７，５；  Ｈａｌｋ．Ｍａｘ．１１８）  
（ｂ） ＜Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ  ｌｅｇｅｍ  ｄａｔ  ｃｏｎｔｒａｃ
ｔｕｉ  ．＞［合意は契約に法を与える。］（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１
７，２３）  
（ｂ） ＜Ｖｅｒｂａ  ｃｏｎｔｒａｃｔｕｓ  ｓｕｎｔ  ｌｅｘ  ｃ
ｏｎｔｒａｃｔｕｓ  ．＞［契約の文言は契約の法である。］（出典
不明）  
（ａ） ＜Ｃｏｎｔｒａｃｔｕｓ  ｌｅｇｅｍ  ｅｘ  ｃｏｎｖｅｎｔ
ｉｏｎｅ  ａｃｃｉｐｉｕｎｔ  ．＞  ［契約は合意から法を受けと
る。］（Ｕｌｐ．Ｄ．１６，３，１，６）  
（ｂ） ＜Ｃｏｎｔｒａｃｕｔｓ  ｅｘ  ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｅ  ｌ
ｅｇｅｍ  ａｃｃｉｐｅｒｅ  ｄｉｎｏｓｃｕｎｔｕｒ  ．）［契約
が合意から法を受けとる、ということは、知られている。］（Ｌｉｂ
ｅｒ  Ｓｅｘｔｕｓ，５，１３，８５）  
（ｂ）＜Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ  ｅｓｔ  ｌｅｘ  ．＞［合意は法律であ
る。］（出典不明）。  
なお、＜ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ＞と＜ｃｏｎｔｒａｃｔｕｓ＞とは、「パ












（３）（ｂ） ＜Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ  ｅｔ  ｍｏｄｕｓ  ｖｉｎｃｕ
ｎｔ  ｌｅｇｅｍ  ．＞［合意および方式は法律に勝つ。］（２  Ｃ
ｏ．Ｒｅｐ．７３６；Ｓｔｏｒｙ，Ａｇ．３６８）  








（ａ） ＜Ｊｕｓ  ｐｕｂｌｉｃｕｍ  ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｐａｃ
ｔｉｓ  ｍｕｔａｒｉ  ｎｏｎ  ｐｏｔｅｓｔ  ．＞［公の法は、私
人の合意によって変更されることは出来ない。］（Ｐａｐ．Ｄ．２，
１４，３８）  
（ｂ） ＜Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ  ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｎｏｎ  ｐｏ
ｔｅｓｔ  ｐｕｂｌｉｃｏ  ｊｕｒｉ  ｄｅｒｏｇａｒｅ  ．＞［私
人の合意は、公の法を一部廃止することは、出来ない。］（Ｃｏ．Ｌ
ｉｔｔ．１６６ａ ; Ｗｉｎｇ．Ｍａｘ．７４６．Ｍａｘ．２０１）  
（ａ） ＜Ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｃｏｎｖｅｎｔｉｏ  ｊｕｒｉ  ｐ
ｉｂｌｉｃｏ  ｎｏｎ  ｄｅｒｏｇａｔ  ．＞［私人の合意は、公の
法を一部廃止しない。］（Ｕｌｐ．Ｄ．５０，１７，４５，１；  Ｂ
ｒｏｏｍ，Ｍａｘ．６８９，６９５；９  Ｃｏ．Ｒｅｐ．１４１  ）  
（ｂ）  ＜Ｐａｃｔａ  ｐｒｉｖａｔａ  ｊｕｒｉ  ｐｕｂｌｉｃｏ  
ｄｅｒｏｇａｒｅ  ｎｏｎ  ｐｏｓｓｕｎｔ  ．＞［私的な合意は、
公の法を一部廃止することは出来ない。］（７  Ｃｏ  Ｒｅｐ．２３：
Ｃｏ．Ｒｅｐ．１４１ｂ）  
（ａ） ＜Ｐａｃｔｉｓ  ｐｒｉｖａｔｏｒｕｍ  ｊｕｒｉ  ｐｉｂｌ
ｉｃｏ  ｎｏｎ  ｄｅｒｏｇａｔｕｒ  ．＞［人の合意によっては、
公の法が一部廃止されることはない。］（Ｐａｐ．Ｄ．２，１４，３
８；Ｂｒｏｏｍ，Ｍａｘ．４７５、６９５；Ｐｅｒ  Ｄｒ．Ｌｕｓｈ
ｉｎｇｔｏｎ．Ａｒｇ．；４  Ｃｌ  & Ｆ  ２４１）  
（ｂ）  ＜Ｐａｃｔｏ  ａｌｉｑｕｉｄ  ｌｉｃｉｔｕｍ  ｅｓｔ  ， 








（ａ）＜Ｐａｃｔａ  ｃｏｎｖｅｎｔａ   ， ｑｕａｅ  ｎｅｑｕｅ  
ｃｏｎｔｒａ  ｌｅｇｅｓ  、  ｎｅｑｕｅ  ｄｏｌｏ  ｍａｌｏ  
ｉｎｉｔａ  ｓｕｎｔ  ，  ｏｍｎｉ  ｍｏｄｏ  ｏｂｓｅｒｖａｎ




１ ; Ｂｒｏｏｍ，Ｍａｘ．４７６，６９８，７３２）  
（ａ）＜Ａｉｔ  ｐｒａｅｔｏｒ  ： ‘  Ｐａｃｔａ  ｃｏｎｖｅｎ
ｔａ   ，  ｑｕａｅ  ｎｅｑｕｅ  ｄｏｌｏ  ｍａｌｏ   ，  ｎ
ｅｑｕｅ   ａｄｖｅｒｓｕｓ  ｌｅｇｅｓ  ｐｌｅｂｉｓ  ｓｃｉ
ｔａ   ｓｅｎａｔｕｓ  ｃｏｎｓｕｌｔａ  ｄｅｃｒｅｔａ  ｅｄ
ｉｃｔａ  ｐｒｉｎｃｉｐｕｍ  ， ｎｅｑｕｅ  ｑｕｏ   ｆｒａｕ
ｓ  ｃｕｉ  ｅｏｒｕｍ  ｆｉａｔ  ， ｆａｃｔａ  ｅｒｕｎｔ  ， 





（ａ） ＜Ｐａｃｔａ  ｑｕａｅ  ｃｏｎｔｒａ  ｌｅｇｅｓ  ｃｏｎ
ｓｔｉｔｕｔｉｏｎｅｓｑｕｅ  ｖｅｌ  ｃｏｎｔｒａ  ｂｏｎｏｓ  
ｍｏｒｅｓ  ｆｉｕｎｔ  ，  ｎｕｌｌａｍ  ｖｉｍ  ｈａｂｅｒ




（ａ）＜Ｐａｃｔａ   、  ｑｕａｅ  ｔｕｒｐｅｍ  ｃａｕｓａｍ  
ｃｏｎｔｉｎｅｎｔ   ，   ｎｏｎ  ｓｕｎｔ  ｓｅｒｖａｎｄ
ａ  ．＞［恥ずべき状況を含む合意は、守られる必要はない。］（Ｐ
ａｕｌ．Ｄ．２，１４，２７，４；  Ｂｒｏｏｍ， Ｍａｘ．４９９，
７３２），  
（ａ） ＜Ｃｏｎｔｒａｃｔｕｓ  ｅｘ  ｔｕｒｐｉ  ｃａｕｓａ  ｖ






















































































規模な全国調査が存在します。  その中身を紹介してみます。  
 















































































































































































































































































































































本論   同意の深層―射水市民病院（富山市）における終末
期医療事案を手がかりとして  
（Ａ）  事件の発端  
（Ｂ）  同意の諸相  
（Ｃ）  尊厳死への取組  



















































































































作りだす要件として、六つのポイントを挙げています。   
①  病者が、現代医学の知識と技術から見て不治の病に冒され、その
死が目前に迫っていること。   
②  病者の苦痛が甚だしく、何人も真にこれを見るに忍びない程度の
ものであること。   




な事情があること。   












楽死を正当化するための要件として、挙げられています。   
①  患者が耐えがたい肉体的苦痛に苦しんでいること。   
②  患者は死が避けられず、その死期が迫っていること。   
③  患者の肉体的苦痛を除去・緩和するために方法を尽くし他に代替
手段がないこと。   














































































































































































































































































































































































す。  ①  終末期判定の条件・・・不可逆的な全脳機能不全があるこ
と、さらに行うべき治療方法がなく、近いうちに死亡することが予測




認するか、の方法により行なうものとします。   ③  治療中止の態
様・・・人工呼吸器や人工心肺装置の取外しや、呼吸器の設定や昇圧
薬の投与量の変更や、水分・栄養補給の減量または終了などが、行な







































































































































































































ておかなければなりません（一七四頁以下）。  ①  一枚岩の世界、
内面性の欠如、内面のもろさ、  ②  エゴイズム、自己中心性、他者
の不在、共感と想像力の欠如、  ③  慢心、虚栄、  ④  嫉妬、  ⑤  
人格的な未熟さ、幼児性、 ⑥  建前論、表の顔と裏の顔の使い分け、  








































































































































































































す。  疑問文に見える動詞の部分を否定型にして、用いるだけです。  
実にさっぱりしていますね（もっとも、昨今の日本の若い人たちは、
「はい。」も「いいえ。」も先に立てないで、「出ます。」・「出ませ
ん。」とだけ言うようです）。 ＜Ｅｓｔｎｅ  ｉｎｔｕｓ  ？   Ｎ



















































































































































































































































































二〇一四年六月三〇日    
研究者人生五五年における区切りの日に                    
妻への感謝を籠めて  
 
「ローマの語り部」  柴  田  光  蔵  
 
（完） 
